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ただいまから、経済労働委員会を開会いたします。○玉城ノブ子委員長

乙第11号議案、陳情平成20年第63号外46件についてを一括して議題といたし

ます。

本日は、説明員として、農林水産部長、商工労働部長及び文化観光スポーツ

部長の出席を求めております

、 。まず初めに 乙第11号議案交通事故に関する和解等について審査を行います

ただいまの議案について、農林水産部長の説明を求めます。

比嘉俊昭農林水産部長。

平成23年第６回沖縄県議会定例会の議案書に基づ○比嘉俊昭農林水産部長

き、説明させていただきます。

19ページをお開きください。

乙第11号議案交通事故に関する和解等について御説明いたします。

本議案は、職員が公用車運転中に起こした交通事故に関し、相手方との和解

及び損害賠償額を定めるために、地方自治法第96条第１項の規定により、議会

の議決を求めるものであります。内容としましては、石垣市字大浜の医療法人

緑の会介護老人保健施設いしがき太陽の里先国道390号上において、職員が運

転する公用車が前方を走行中の車両後部に衝突したものです。双方とも人的被

害はありませんでした。

以上が本件の概要であります。

農林水産部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより乙第11号議案に対する質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないように簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、乙第11号議案に対する質疑を終結いたします。

次に、農林水産部関係の陳情平成20年第198号外18件の審査を行います。

ただいまの陳情について、農林水産部長の説明を求めます。
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なお、継続の陳情については、前定例会以降の新しい事実についてのみ説明

をお願いいたします。

比嘉俊昭農林水産部長。

ただいまから、陳情案件について、処理概要を御説○比嘉俊昭農林水産部長

明いたします。目次をお開きください。

今委員会に付託されております陳情案件は、継続14件、新規５件でございま

す。

それでは、陳情19件について御説明いたします。なお、継続陳情13件につき

ましては、前議会で説明した処理方針と同様の内容となっておりますので説明

を省略させていただきます。

それでは、お手元の陳情処理概要書の24ページをお開きください。

継続案件の陳情第54号につきましては、その内容に一部変更が生じましたの

で、時点修正を行っております。

24ページ目の下から７行目、６行目のアンダーラインを引いている部分が、

時点修正を行った箇所でございます。その部分について説明します。

前回「15事業者を32事業者に」また前回「34事業者を17業者」と修正してお

ります。

次に、新規陳情について御説明いたします。

陳情処理概要書28ページをお開きください。

陳情第109号、新規、漁業用燃油に係る軽油引取税の免税等に関する国への

意見書の提出を求める陳情、陳情者は沖縄県漁業協同組合連合会代表理事会長

國吉眞孝であります。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

漁業用燃油に係る軽油引取税及び漁業用Ａ重油の石油石炭税の免税措置につ

いては、軽油が平成21年４月１日から、Ａ重油が平成23年７月１日からの措置

、 。となっておりますが いずれも平成24年３月31日までの期限となっております

漁船漁業の操業コストに占める燃油の割合は大きく、燃油価格が上昇している

中、この免税措置が廃止されると、漁業経営に大きな打撃を与えることになり

ます。このため、全国漁業協同組合連合会等の漁業団体は、国に対し免税措置

の継続について、強く要望しております。県としましても、安定した漁業経営

を確保する観点から、漁業団体や九州各県と連携し、漁業用燃油に係る軽油引

取税の免税措置等について、国へ要請してまいります。

続きまして、陳情処理概要書の30ページをお開きください。
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陳情第115号の２、新規、美ぎ島美しゃ（先島）圏域の振興発展に関する陳

情、陳情者は美ぎ島美しゃ市町村会会長（宮古島市長）下地敏彦外４人であり

ます。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

１農畜水産物の輸送コストの低減対策については、農畜水産物の振興を図る

上で重要なことから、新たな沖縄振興に向けた制度提言の中で、輸送コストを

鹿児島県並みに軽減する農林水産物流通条件不利性解消制度の創設を国に対し

て要望しているところであります。

２キジ及びクジャクによる農作物被害は、平成21年度の調査によると、キジ

については石垣市、恩納村、伊是名村、北大東村で、クジャクについては石垣

市から被害報告があります。主な被害は、カボチャ、タマネギ等の野菜類や水

稲で、被害面積は3.6ヘクタール、被害金額は820万円となっております。クジ

ャクの生態は繁殖期が４月から８月で、主に植物を食べ、爬虫類や昆虫などの

小型動物も食べるなど、雑食性であることが確認されております。また、生息

数は、石垣島で500羽から1500羽程度、宮古島で200羽程度と推定されておりま

す。キジの生態調査については、県では実施されておりませんが、他県の調査

事例では、繁殖期が４月から７月で、主に植物を食べ、昆虫なども食べる雑食

性であることが確認されております。県では、鳥獣被害防止対策としまして、

関係団体で構成する野生鳥獣被害対策協議会を設置し、鳥獣被害防止対策事業

等を推進しているところであります。具体的には、①市町村が国の財政支援を

受けられるよう、被害防止計画の作成に必要な情報の提供や助言、②捕獲箱や

防鳥ネットの設置、捕獲箱の開発、銃器による捕獲等の支援を行っているとこ

ろであります。なお、キジについては、産卵期に卵を回収することで被害の減

少が認められております。今後とも、市町村、農協等の関係団体と連携し、鳥

獣被害防止対策に取り組んでまいります。

続きまして、陳情処理概要書の32ページをお開きください。

陳情第134号、新規、農地冠水の抜本的対策に関する陳情で、陳情者は糸満

市長上原裕常であります。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

去る８月４日から６日における台風９号による真壁南地区及び真栄平南地区

の湛水被害については、日雨量で225ミリメートル、１時間最大雨量が54ミリ

メートル、連続雨量が447.5ミリメートルと大雨によるものであったことや、

排水の処理を行うドリーネ内に、土砂の堆積や雑物等の流入があり、排水能力
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が低下したことによるものだと考えられます。このことから、今回の水害は不

可抗力であり、県としての補償は困難であります。当面の対策としては、排水

機能の回復を図るため、農地・水・農村環境保全向上活動支援事業等により、

沈砂池等に堆積した土砂や雑物の除去を引き続き進めるとともに、ドリーネ内

部に堆積した土砂等の除去や飲み口の改修に努めてまいります。また、排水の

処理を行うドリーネに雨水が短時間で集中しないよう、平成21年度から水質保

全対策事業により、上流域内で浸透池等を整備しているところであります。効

果的な排水対策としては、トンネル等による排水の整備、排水機による強制排

水を行うこと、沈砂池等の拡大による貯留池を整備することの３案が考えられ

ます。このため、今９月議会でかんがい排水調査計画費900万円を計上し、施

設規模、構造、事業費を算定する予定としており、糸満市や地元関係者と調整

を進めながら、事業化に向けて取り組んでいるところであります。被災農家へ

の支援としては、湛水後の病害を防ぐため、農業改良普及センターによる巡回

指導を強化する等、栽培技術指導を実施しております。また、台風被害農家へ

の融資としては、農林漁業セーフティーネット資金や農業近代化資金等の制度

資金があり、これらの資金を借り受けた農家に対し利子助成を行うとともに、

既に借り受けた資金についての償還猶予に対応することとしております。県と

しましては、今後とも被災農家が営農活動を継続できるよう支援してまいりま

す。なお、農業研究センターにおける湛水発生の原因及び対応策としては、平

成23年１月から３月に調査検討を実施しております。その結果、当センター内

の排水施設に土砂等が堆積したことなどが発生源の一つであったことから、雨

水調整池からの越流を防ぐため、降雨時に雨水の滞留が発生しないようポンプ

による強制排水を徹底して行っております。また、同年６月に、調査結果や当

センター内の排水施設の状況及び今後の管理方針について、県や糸満市の関係

機関を交え地域住民へ説明し、意見交換を実施しました。今後とも、排水施設

の管理徹底を図るとともに、関係機関や地域住民と連携して、湛水問題の解決

に向けて努力してまいりたいと考えております。

続きまして、陳情処理概要書の34ページをお開きください。

陳情第135号、新規、農地冠水の抜本的な解決と被災農家への補償を求める

陳情、陳情者は糸満市議会議長上原勲であります。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

経過・処理方針等については、陳情第134号と同様であります。

続きまして、陳情処理概要書の36ページをお開きください。

陳情第151号、新規、度重なる冠水による農業被害、関連被害の抜本解決と
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被災者への補償を求める要請書、陳情者は糸満市真壁南地区及び真栄平南地区

水害被害者の会代表平良泰男であります。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

去る８月４日から６日における台風９号による真壁南地区及び真栄平南地区

の湛水被害については、日雨量で225ミリメートル、１時間最大雨量が54ミリ

メートル、連続雨量が447.5ミリメートルと大雨によるものであったことや、

排水の処理を行うドリーネ内に、土砂の堆積や雑物等の流入があり、排水能力

が低下したことによるものだと考えられます。このことから、今回の水害は不

可抗力であり、県としての補償は困難であります。当面の対策としては、排水

機能の回復を図るため、農地・水・農村環境保全向上活動支援事業等により、

沈砂池等に堆積した土砂や雑物の除去を引き続き進めるとともに、ドリーネ内

部に堆積した土砂等の除去やのみ口の改修に努めてまいります。また、排水の

処理を行うドリーネに雨水が短時間で集中しないよう、平成21年度から水質保

全対策事業により、上流域内で浸透池等を整備しているところであります。効

果的な排水対策としては、トンネル等による排水の整備、排水機による強制排

水を行うこと、沈砂池等の拡大による貯留池を整備することの３案が考えられ

ます。このため、今９月議会でかんがい排水調査計画費900万円を計上し、施

設規模、構造、事業費を算定する予定としており、糸満市や地元関係者と調整

を進めながら、事業化に向けて取り組んでいるところであります。被災農家へ

の支援としては、湛水後の病害を防ぐため、農業改良普及センターによる巡回

指導を強化する等、栽培技術指導を実施しております。また、台風被害農家へ

の融資としては、農林漁業セーフティーネット資金や農業近代化資金等の制度

資金があり、これらの資金を借り受けた農家に対し利子助成を行うとともに、

既に借り受けた資金についての償還猶予に対応することとしております。県と

しましては、今後とも被災農家が営農活動を継続できるよう支援してまいりま

す。

以上が、陳情処理概要の説明でございます。

よろしく御審査のほど、お願いします。

審査に入る前に、湛水被害に対するこれまでの対応と今後の対策について、

村づくり計画課長より説明させていただきます。

ただいま農林水産部長より要旨説明がありました○玉城肇村づくり計画課長

が、私のほうから概要の説明をさせていただきます。お手元に３枚つづりの資

料があると思います。Ａ３の平面図が２枚、Ａ４のイメージ図１枚、計３枚の
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配付がされていると思います。

まずお手元の１枚目をごらんください。

全体の状況について御説明いたします。今回の真壁南地区及び真栄平南地区

に関しまして、位置としては糸満市南部の県道７号線、図面で言いますと真ん

中に真栄平南地区があり、同じくその左のほうに真壁南地区があります。この

図面の中の薄い水色の部分が湛水被害が生じる区域です。今回の８月の湛水被

害についてはこのエリアで、真栄平南地区に関しては約5.6ヘクタール、真壁

南地区については12ヘクタール程度の湛水被害がありました。

次に地域の周辺の状況について御説明いたします。

Ａ３の２枚目をごらんください。

これは真壁南地区、真栄平南地区を中心として周囲で基盤整備関係が整備さ

れた状況を図示しております。先ほど申し上げました真栄平南地区の北側、北

東側のほう、図面で言いますと一番上のほうに新垣地区、その右下に真栄平地

区、その左側に真栄平西地区という圃場整備関係が整備されています。これに

、 。関して湛水被害が生じているということで 県としても対策を講じております

次に対策案について御説明いたします。

１枚目の資料をごらんください。

この中で湛水被害対策の考え方としては大きく３つを予定しております。１

つ目は、真栄平南地区のほうにＰというアルファベットがありますが、そこか

ら真壁南地区側に赤い破線が矢印であると思います。同じく真壁南地区のＰの

アルファベットがありますが、そこにつないでそこから米須海岸のほうに行く

赤いルートがあります。これが意味することは、ここにトンネルを含む排水路

をつくって米須海岸のほうに排出するという１つ目の案があります。次に２つ

目の案としては、同じルートですが、トンネルを活用せずに、この間にちょう

ど山がありますのでそこに排水機場をつくってポンプアップして山越えをす

る。それは真栄平南地区から山越えをすると。その印がＰという形になってい

ます。真壁南地区に行きますと同じように山がありますので、そこも同じよう

にポンプアップします。ルートは同じですが、トンネルを活用するかポンプを

活用するかの違いがあります。３つ目の案としましては、その地域の中に貯留

池―沈砂池や浸透池などの貯留池を設置し、湛水に対応する水量をこの中でた

めると。ためたものについては、既存のドリーネあるいは小規模な排水路をつ

くって排除しようと考えております。現在県としては、糸満市、関係機関や農

家の方々からの意見等も踏まえながら対策について検討しております。資料の

、 。３枚目のほうに 先ほど説明いたしました３案についてイメージ図があります

最初のトンネル案については、山を通るイメージで排水路をつくります。２つ
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目は、山を越える形でポンプアップをします。３つ目については、現在ある貯

留池案です。この案については、既存の池の規模を拡大して湛水被害の水をた

めることになっています。

農林水産部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、陳情番号を申し述べてから重複することがないように簡

潔にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

当銘勝雄委員。

今の糸満市の農地冠水に関する３つの陳情についてお聞きし○当銘勝雄委員

ます。陳情第151号、陳情第134号、陳情第135号についてお聞きします。まず

はこの真栄平南地区は３年から４年前に冠水した地域ですよね。

平成19年度にも湛水被害がありました。○比嘉俊昭農林水産部長

それはあのときにも我々経済労働委員会は調査をし、基本的○当銘勝雄委員

にやはりトンネル方式の排水をつくらない限りは難しいということを結論を出

しました。今回の３つの案の中にも挙がっていますが、なぜそれをやらなかっ

たのかについてお答えください。

３案については、排水をつくって流すということで○比嘉俊昭農林水産部長

検討していたところです。しかし何点か調査をした中でやはり地下にドリーネ

があって、そこを通ると崩れるおそれがあるのではないかということがありま

した。また住宅地もあるということで調査をした段階ではそういったおそれも

あるということで、調査はしていますが、ルートを探していることが１点あり

ます。それから排水については、費用がかさむということで、県としては時間

がかかるということで調査をしながら並行的に、真栄平南地区の上の上流のほ

うからの流れを緩和する形で下のほうの水が一気に流れないように、今現在７

基の沈砂池をつくっています。今はまだ１基しか完成していません。それで流

れが十分でないということでそういった状況にあります。いずれにしても合意

形成、末端のトンネルから流したときに海岸にかなりの水量が流れてくるとい
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うこともあって、そういった説明をしています。一番大きいのはドリーネがあ

って、なかなか次の展開ができなかったということがあります。ただ、今は継

続して調査は続けています。

継続して調査をしているということであるが、時間がかかり○当銘勝雄委員

すぎです。平成19年度の冠水被害のときにも、ビニールハウスの高さで言えば

。 。真ん中から上まで冠水した跡があった 約２メートル以上はあったと思います

そういったことがあったのに、沈砂池をつくってやるだとか、あるいは今ドリ

ーネがあるかもしれないということですが、そういったことではなくて、やは

り基本的にマンホールのような排水路をつくったほうがいいと思います。なぜ

調査が続いているのか、そこら辺が疑問に感じますがどうでしょうか。

３案については平成19年度にもそういった検討を○玉城肇村づくり計画課長

して、地元の糸満市でつくっている対策協議会、米須地域の方々と調整をして

います。また、先ほど農林水産部長がお話ししましたように、ボーリング調査

の結果ドリーネがかなり発達しているということで、そこにトンネルなどをつ

くると落盤、また逆に水みちをふさぐという懸念もあって、さらにルート選定

も含めて調査が必要だと考えております。また地元で説明会をした段階でも、

今の排水路案にしますと毎秒32トン程度の水が放出されるという試算結果にな

っています。これだけの水を一気に流すということは非常に米須海岸、米須地

域の方々からの十分な理解を得られなかったという側面があって、それは引き

続きルート選定とか、あるいはトンネルではなくても前処理として大規模に水

を流さずに、排出量を軽減させることも検討しながら、そのためにはもとのほ

うである一定の貯留池、浸透池、沈砂池などそういった水、あるいは土砂の流

出を防ぐ対策をしながら、排水も検討の必要があるということで時間が長引い

ているところでございます。

確かに米須海岸に毎秒32トンを流すと大きなインパクトがあ○当銘勝雄委員

るかもしれませんが、それは地域の皆さんと相談をして反対をしたのですか。

確かに糸満市における湛水検討委員会、あるいは○玉城肇村づくり計画課長

米須地区区長の話の中でもトンネル等で一挙に排出したほうがいいという意見

もありました。ただ海岸に与える影響を懸念する声も強く、双方をある程度ク

リアしなくてはならないということで、まずは池を併用した形で最終的にはド

リーネで目詰まりが生じる危険性もあるので、小規模のトンネルなりドリーネ
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の改修が必要だと考えております。

しかし、陳情の３つのうちの１つには糸満市議会からの陳情○当銘勝雄委員

もありますよ。これは市議会も納得していないということではないですか。

現在の３案についても当然、県としての案は提示○玉城肇村づくり計画課長

しますが、最終的には糸満市、あるいは関係土地改良区、農家の方々との意見

の調整を経て基本的に了解を得て対応していきたいと考えております。

私が言いたいことは、糸満市議会議長だけではなく糸満市長○当銘勝雄委員

も土地改良区からも陳情が出ています。以前から一緒になって、糸満市も糸満

、 。 、市議会もたくさん集まって 現地も見て話し合っているわけですよね しかし

皆さんが言うような説明では、糸満市も糸満市議会も納得していないので陳情

を出しているということですよね。それについてどう考えますか。

今３案を提示して、一番どれがいいのかということ○比嘉俊昭農林水産部長

になると思います。一番どの選択をしたほうがよいのかということになると思

います。その中で地域住民との関係もあるので、その辺を３案についても説明

をしながら納得をしてもらうことになると思います。そういった意味では、市

町村の湛水については抜本的対策をしてほしいという要望ですので、その中で

提案をしてどの選択肢をとるのかということは地元の関係者と調整をすること

になると思います。

これまで４年間では調査ばかりで、具体的には対策をしない○当銘勝雄委員

から改めて陳情があったと思います。要するにほぼ、あのときにも県議会とし

て結論的なことを言ったつもりでした。例えば、真栄平地区についてはあそこ

には旧の排水路があります。これが詰まっていてこれを調査する必要があると

、 、か 場合によっては拡張をする必要があるということまで言っていましたので

そういったことをやらない限りどうにもならないということでした。それは逆

に米須地域の方が反対するのであれば、今地下ダムがありますが、そこに分散

して入れる方法があると思いますが、それはできないのですか。

先ほど説明しましたように、上の真栄平南地区の上○比嘉俊昭農林水産部長

流のほうで７基の沈砂池をつくってそこを緩和しながら、一たんそこでとめて

から先ほどの沈砂池に流れるような形にしようということで、段階的に流れを
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押さえようということで話しています。いずれにしても、外に流す場合は水の

流れを緩やかにしたほうが海岸でも少ないのではないのかと、やはり段階的に

上をやって、我々としても議論をしているのは一番いいのは３案の貯留地を広

げて流したほうがいいと考えています。さらに長期的にはそこを緩和しながら

トンネルを通したほうがいいのかという話もあります。その辺も一つの案にこ

だわるのではなくて組み合わせた形でやる手法もあるのかなと、いろいろな提

案や調査も入れながら総合的に検討して早目に取り組む必要があると考えてい

ます。

結論的に言えば幾つかの案を出しているということですが、○当銘勝雄委員

これまで４年間かかってもできなかったものをこれから取り組もうとしている

のならば、土地改良組合の農地養生改善組合、糸満市、糸満市議会と相談をし

て、ただ案を出すだけではなくて具体的に取り組む方向でやってもらわないと

いけないと思います。４年間かかって何ら進展しないとなるとこれは行政の責

任が問われると思います。次に日雨量が225ミリメートル、そして連続降水量

が447ミリメートルとありますが、災害に対する不可抗力という表現をしてい

ますが、これは農家としては大変な打撃です。４年前にもランや作物が全部だ

めになり、次につくる意欲がありませんということまで言っていた農家がいま

した。そういった農家がまた今回の冠水被害に遭うと、行政は何をしているの

かということになります。やはり行政は農家の営農が安定するように取り組む

ことが行政の最大の役目であると思います。被害を受けてもそのままの形でや

っているのであれば大変です。ですから不可抗力ということで補償困難という

ことでいいのですか。

やはり自然災害でありますし、またいろいろな要素○比嘉俊昭農林水産部長

が重なってこういった結果になっていますので、補償はなかなか難しいと考え

ています。

本当に農家の立場に立つと大変だと思います。災害が起こる○当銘勝雄委員

ことは仕方がないが、災害の被害から農家が立ち直れるようにやっていくこと

を十分に肝に銘じて災害対策をしてください。次に陳情第115号の２について

お聞きします。このキジが相当繁殖しているようですが、北大東島のキジと一

緒ですか。

詳細について手持ち資料ではわからない状況です。○比嘉俊昭農林水産部長
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マングースのように何かの駆除のために導入して後々それが○当銘勝雄委員

。 。災いしている このキジも恐らく北大東島に入れたものではないかと思います

それを沖縄本島のほうに持ってきて広がっていると思います。ですから、農林

水産部としてもこれが作物被害を出すようになっては大変なので、これに対す

る対策はどのようにされていますか。

鳥獣被害防止対策事業というのがありまして捕獲も○比嘉俊昭農林水産部長

できますし、これは市町村が計画をつくって県から市町村へ捕獲についての権

限移譲がされています。市町村が計画をつくればそれに基づいて捕獲するとい

う状況です。それについて支援としては捕獲箱の設置、また銃器を使う場合は

それに対する手当を国庫補助事業でやります。

そこで災いになっているのは鳥獣自然保護化ということだと○当銘勝雄委員

思います。例えばＪＡなどが捕獲器を使う場合も、どうも捕獲することに足手

まといをしているような気がしますが、その辺はどうでしょうか。

これは保護鳥ではなくて外来鳥になっているので、○比嘉俊昭農林水産部長

市町村が捕獲計画を立てればきちんと捕獲できるようになっています。通常の

保護鳥とは少し違う状況です。

キジ、クジャクについてもそうで、押しなべて外来鳥はふえ○当銘勝雄委員

。 、 、ています 小さなジュウシマツみたいな鳥や タイワンシロガシラがひどくて

野菜をつぶして商品価値をなくすなど大変な状況になっています。ですから徹

底して捕獲して被害を出さないようにしていただきたい。例えば農家によって

は、どうしようもないので防鳥ネットで対策していてとても費用がかかってい

ます。ヤンバルのほうではドラゴンフルーツをつくっても鳥獣被害でどうにも

ならないから２メートルくらいのネットを張って被害防止をしているが、これ

では引き合わないということまで訴えています。ですから防鳥対策もきちんと

取り組んでいただきたいと思います。農家から被害が出てこないと取り組まな

いということではなくて、農家がどういった状況で困っているのかということ

を調査して対応していただきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

渡久地修委員。
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まずは新規陳情の冠水関係についてお聞きします。まず地下○渡久地修委員

ダムとありますが、それはどういったもので、どういった構造ですか。

地下ダムについては、国のほうで平成４年度から○玉城肇村づくり計画課長

平成17年度にかけて整備しています。簡単な仕組みとしましては地下水を止水

壁という構造物でとめます。それでその水を地下水を活用して農業用水として

利用します。地下ダムの規模は米須と慶座の２カ所に地下ダムがあります。先

ほどの図面資料の２ページ目をごらんください。米須海岸のほうに国営地下ダ

ム止水壁とあります。これは赤くラインが塗られています。ちょうど米須海岸

に沿って米須の止水壁が設置されていまして、延長が約2300メートル、止水壁

が地中に構造物がありますが、一番深いところで高さが約70メートル弱で、そ

れが地下に打ち込まれている形です。そこにたまっている水を農業用水として

活用しますが、これは約180万トンあります。貯水量としてイメージ的には新

川ダムに匹敵します。25メートルプールで6000個相当の水がたまっています。

また国営の地下ダムに関しては今回のエリアとは別ですが、旧具志頭村のほう

、 。に同じく長さが970メートル 深さが53メートルの慶座地下ダムもございます

対象の農地としては1350ヘクタールくらいの農地で、八重瀬町の旧具志頭村、

糸満市の南部に水を供給しています。

ではイメージ的には先ほど新川ダムと言っていましたが、新○渡久地修委員

川ダムが地表にありますが、それがそのまま地下にあるというものでよいでし

ょうか。

貯水量としてはそのくらいの水があるということ○玉城肇村づくり計画課長

です。

止水壁がありますが、これで水をとめますが、とめてたまっ○渡久地修委員

た水はどこまで行きますか。水がたまっているというのは真栄平南地区も真壁

南地区もたまっている水の上にあるのですか。

今、地下ダムがこちらのほうにありますが、その○玉城肇村づくり計画課長

少し上に米須の集落があります。真壁の集落がその上にあります。ちょうどこ

。 。この間に真壁南地区があります この米須集落と真壁南集落は段差があります

東西に稜線が走っていますので、米須のエリア自体が標高10メートル、真壁は
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20から30メートルの標高です。また、地下の中でも断層が生じていて一たんこ

こでとめられているという形です。正確ではありませんが、米須地下ダムの貯

留域は集落の下側の地下ダムの止水壁のラインを囲む形であります。

先ほどの資料の３ページですが、これは地下水がありますよ○渡久地修委員

ね。これは海岸側でこれをとめるとたまるから、この地下水はこれがなかった

ら流れているけど、ためると行き場がないから流れがとまってしまう。あるい

はゆっくりになってくるということはあり得ますよね。例えば、久茂地川でも

満潮になると流れる水がなくなってくるから上流は行き場がなくなって流れが

弱くなることは考えられますよね。

先ほどの米須地区の圃場自体は10メートルから10○玉城肇村づくり計画課長

数メートルですが、地下ダムの止水壁自体の標高は４メートルです。そういう

ことで地下水はそこにたりますので、４メートルのラインでとまっているわけ

です。ちなみに真壁南地区については20メートルということでかなり高低差が

あります。確かにイメージ図から言いますと緩やかに平たんに見えますが、か

なり標高差があります。それに影響はないと国のほうからは聞いております。

これは国が言っていることですね。県の調査や見解ではない○渡久地修委員

ですね。

国から聞いているところです。○玉城肇村づくり計画課長

ここで被害がありますが、この被害がある雨水というものは○渡久地修委員

ここに降った水なのかまたはここに流入してきますか。その辺はどのようにな

っていますか。

真壁南地区に関しては地形の条件からして、真壁○玉城肇村づくり計画課長

南地区の圃場のほうに米須集落から水が来ます。これは現況もそうですし、事

業の中においてもそれを想定して事業をしています。流域を変えて外から持っ

てきたということではありません。

流域から持ってきたのかということではなくて、自然の地形○渡久地修委員

でこの周辺から流れ込むようになっていますか。あるいはここに降っている雨

水だけなのかということです。
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雨水もあるいは周辺から流れてくる雨もありま○玉城肇村づくり計画課長

す。

両方ともですか。○渡久地修委員

そのとおりです。○玉城肇村づくり計画課長

私はこれまでいろいろと家屋の浸水等についてかかわってき○渡久地修委員

ました。浸水の場合は流入をいかに防ぐか、また排水をどうしていくかという

ことです。排水をきちんとしないと流入が多ければ浸水します。でも流入を分

水するなど流入を防いでいけば浸水を防ぐことができます。そういった面では

皆さん方がこれまでされてきた整備の設計については正確でしたか。

基本的には雨が降ったら、流域といいますかここ○玉城肇村づくり計画課長

に降った雨はここに流れてきます。当然もともとの現況自体がそういった流れ

であれば、基本的にはそれを踏襲して設計に反映させます。といいますのは、

分流するとなると持っていった地域がもともと流れていない水が入ってくると

いうことになりますので、一つの地域をクリアすると分流をした地域に負荷が

かかるので、そういったことも考えると基本的には現況の水はそのまま生かす

ということが原則です。

先ほど皆さん方の対策３つを説明されていましたが、この流○渡久地修委員

入を防ぐという点でこの辺のものを、この７号線に持っていくような分水など

は考えていないということですか。排水のみを考えていますか。

分水という明確なものではありませんが、上流側○玉城肇村づくり計画課長

も流れてきますが、その上流側で浸透池や沈砂池などそういった一挙に流れて

くるものを解消するという手だてはあるので、そういった意味では真栄平南地

区に流れてくる上流域のほう、新垣地区、真栄平地域に関しては先ほど申しま

したように浸透池等を設置してここで極力処理して、流れを遅くするなどの対

応をとっているところです。

地下ダムとの関係に戻りますが、地下ダムができる以前と以○渡久地修委員

後と被害状況はどのように変わっていますか。
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真壁南地区については昭和時代から湛水被害はず○玉城肇村づくり計画課長

っと生じていたということで、地下ダムができてから真壁南地区の湛水が勃発

したということではなく、以前から被害がありました。同じく真栄平南地区に

ついても数は把握していませんが、以前から湛水があったと聞いています。

この陳情でここは以前から冠水被害があって、我々県議団も○渡久地修委員

何度か調査しています。また国会議員も一緒になってやっています。この地下

ダムができてから被害が大きくなっていると地元の方は言っています。37ペー

ジの陳情第151号でも、米須地下ダムの機能上の問題が複合的に関係すること

はこれまでの経過からみても明白であるとあるが、ここで言っているこれまで

の経緯というものは地下ダムができてから、こういった被害がふえているので

はないかということを陳情者は言っているのではないですか。

地元とも調整の中で、地元の農家の方々の声とし○玉城肇村づくり計画課長

ては地下ダムによって被害が生じているということもあります。それはこちら

としてはそういった地元からの声については国には伝えています。

、 。○渡久地修委員 農林水産部長 例えば今皆さんが３つの案を計画しています

県でできることは大いにやっていただきたいと思います。この陳情にあります

地下ダムとの因果関係については国がやっているからということではなくて、

何度もこれまでも地下ダムとの関係を指摘されています。先ほど私の素人的考

えではありましたが、段差があったとしてもここにたまって行き場がなくなる

と、とにかくパイプが一つ詰まったら高低差がいくらあろうが上のほうが目詰

まりしてくると思います。ですから、その辺については因果関係を含めてきち

んとした調査を県としてもやるべきだと思いますがいかがですか。

国は、先ほど村づくり計画課長からもありましたよ○比嘉俊昭農林水産部長

うに、高低差があってたまっても流れるという見解であり、地下ダムをつくっ

たことからの影響はないという回答をしています。ただ、地元からそういった

声があるということは引き続き国に伝えていこうと思います。

これは、県が整備したんですよね。そういう意味では国に伝○渡久地修委員

えるというだけではなくて、私は県も積極的に地下ダムとの因果関係を、県と

してどのようにやるかとなると、県も地元の皆さんが納得できるような説明を
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するべきです。例えば先ほど私が言いましたように、水がたまったら上が詰ま

ってくるのではないかという疑問にも答えられるように、きちんとしたデータ

をそろえて、できるのであればボーリング調査などもやってもらうなど。水が

上に、毛細管現象といいますか、そういったもので上がってくるかもしれない

し、そういったものも含めてきちんと調査を求めていただきたいと思います。

ですからここで不可抗力ですということで、すぐに陳情に補償しませんという

ことは早いと思います。その辺の調査をきちんとしてください。

地下ダムについては国は影響がないと言ってます○比嘉俊昭農林水産部長

、 、が いずれにしても地元からも調査をしてほしいと要望があることについては

しっかりと伝えていきたいと思います。一方また、県は県で基盤整備したとこ

ろについてはしっかりと対策をとっていきたいと思います。

先ほど、昔から冠水被害があったということですが、地下ダ○渡久地修委員

ムができる以前、以後の被害について具体的に資料等を出してください。

調べられる範囲内で検討したいと思います。○比嘉俊昭農林水産部長

次に陳情第109号についてお聞きします。これは軽油が平成○渡久地修委員

21年４月1日から、Ａ重油が平成23年７月からとなっていますが、いずれも来

年３月までの期限ということですが、いわゆるこの免税措置を受ける漁業者と

いいますか、漁業者なのか船なのかわかりませんが、対象が何名で、あるいは

何隻で、金額的には幾ら軽減になっていたのか。そしてこれがなくなるとどれ

だけの負担になるということを教えてください。

まず軽油引取税ですが１リットル当たり32.1円が免○比嘉俊昭農林水産部長

税されています。一方Ａ重油については１リットル当たり2.0円が免税されて

います。そして、それを利用している方々の１年間の使用料は、軽油は年間約

4000万円の免税義務があり、またＡ重油については推計ですが沖縄県漁業協同

組合連合会の取り扱いを参考に2.0円を実際に使っている量で試算すると約

5000万円くらいの影響になり、トータルで9000万円、約１億円近い負担がかか

るという状況です。

人数についても教えてください。○渡久地修委員
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県内では軽油引取税は550名が利用しています。○比嘉俊昭農林水産部長

ではこの陳情について県としては、九州とも連携して国にも○渡久地修委員

要請してまいりますということですが、要請してまいりますというのはどうい

った立場でやりますか。

これについては九州各県、漁業だけではなくて農業○比嘉俊昭農林水産部長

も、実はトラクターを使う場合やハーベスターを使う場合も免税をされてます

ので、農漁業が相当程度恩恵をこうむることがありまして県としてはしっかり

やりたいです。それから実は農林水産省においても免税、やはり農家の負担軽

減という観点から、国の農林水産省としても財務省に軽油引取税の免税措置を

引き続きやってほしいという方向で動いているので、県としてもそういった方

向でやっていきたいと思います。各都道府県議会でもそういった決議書を出し

ているようです。

今、話があった漁業は550名で約9000万円ですが、農業への○渡久地修委員

影響はどれくらいになりますか。

、 、○島尻勝広糖業農産課長 平成21年度の免税軽油費実績が 利用者数で1824人

金額が約4500万円になっています。

、 。○渡久地修委員 では物すごい影響なので 延長してもらうべきだと思います

先ほど農林水産部長が各都道府県で意見書が上がっていると言っていました

が、その数はわかりますか。

長崎県、佐賀県を含めて16都道府県の議会で意見書○比嘉俊昭農林水産部長

の採択がされている状況です。

これはこれから議論しますが、ぜひ農林水産部長としても農○渡久地修委員

漁業に与える影響が大きいので頑張ってください。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

陳情第198号、陳情第123号の伊江島における黒糖の工場建○辻野ヒロ子委員
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設の件についてお聞きします。この中で伊江島の工場の進捗状況について教え

てください。

伊江村については繰越事業ですが、11月で工事を終○島尻勝広糖業農産課長

えて平成23年度から新しい工場で操業すると聞いております。

規模はどのような状況でしょうか。○辻野ヒロ子委員

工場能力が日量で50トンですので、工場規模として○島尻勝広糖業農産課長

は5000トン規模を予定しております。

この件はかなり含みつ糖の業者の方から厳しい反対の声も○辻野ヒロ子委員

あって、合意形成に至ったわけです。そういった中で７つの工場の皆さんの年

間8300トン平成19年度にやっていますが、そういったものとの兼ね合いで皆さ

んに支障がないようにという条件をつけられて、工場建設が合意形成されたわ

けですが、そのあたりはしっかりとやっていけますか。

離島、関係市町村、製糖工場を含めて県の協議会を○比嘉俊昭農林水産部長

つくっていまして、今回伊江島についても協議会に入っていただいて、しっか

り計画生産、安定供給をやっていこうということが１つあります。それから、

品質表示についても工夫して、黒糖イコール黒砂糖のアピールにもなります。

それから黒糖を表現する場合は、黒糖が入っていなければその表示はできない

ということもあります。そういった意味では一体となって生産計画をやってい

くことになっています。これについては国にも、伊江島の黒糖は入ってきます

よと、それに伴う予算措置も当然必要になります。そういったことは国にも申

していますし、そういった取り組みをするということになっています。

ちなみに工場の総事業費はどれくらいになりますか。○辻野ヒロ子委員

事業費が今12億6300万円を予定しております。○島尻勝広糖業農産課長

ぜひ先ほど農林水産部長も答弁しておりましたので、各離○辻野ヒロ子委員

島の含みつ糖の工場の皆さんや頑張っているさとうきび生産農家の皆さんに相

乗効果が出るような御指導をお願いしたいと思います。それに関連しまして、

含みつ糖の問題も５件の陳情がありますが、これも平成20年から出ており、な
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かなか採択されていない状況ですが、今回の処理方針を見ますと県のほうも国

に要請して結構よい回答をいただいているようですが、その中でも９ページの

含みつ糖についての製糖工場、これも小浜島で起工式が行われました。ありが

とうございました。以前に農林水産部長が予算が厳しいとお話ししていました

し、竹富町長からもあと2000万円ほど上積みしていただきたいとの強い要望も

ありましたので、その辺も含めて協力をお願いしたいと思います。

今、製糖工場については既存の予算の中でというこ○比嘉俊昭農林水産部長

とになります。ただつくったからこれで終わりとはならないと思うので、やは

り販売対策または別の対策も出てくると思いますので、地元とも調整しながら

対応していきたいと思います。

これは先日の竹富町議会でも予算が通って着工しています○辻野ヒロ子委員

ので、県のほうも最後まで見届けていただきたいと思います。次に陳情第15号

の処理方針にあります（オ）についてお聞きします。平成23年度の含みつ糖振

興対策事業費の予算の増額とありますが、幾ら増額されましたか。

対平成22年度に比較して144％ふえて、金額で言い○島尻勝広糖業農産課長

ますと約４億円相当ふえています。

この（ア）から（オ）まで国に要請した結果がしっかり出○辻野ヒロ子委員

ていますので、これは平成20年からの陳情ですので、そういった中でいつまで

も継続審議でいいのかと疑問に思っているので、これからもしっかり皆さんが

関係機関とも連携しながら含みつ糖の政策についてやっていくという確認をい

ただけますでしょうか。

含みつ糖地域については離島の離島であって、さと○比嘉俊昭農林水産部長

うきびしかない状況ですので、県としてはしっかりと含みつ糖地域のさとうき

びを営んでいる農家が安心して仕事ができるように、国とも調整しながら予算

の獲得も含めてしっかりと対応していきたいと思います。

しっかりと皆さんがやっていることも処理方針で確認でき○辻野ヒロ子委員

ましたので、ぜひ今回採択ができたらという思いでいますので、引き続き頑張

っていただきたいと思います。

次に陳情第115号の２についてお聞きします。これは宮古島、八重山地区の
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首長たちの協議の結果陳情が出ていますが、その中でも農林水産物流通条件不

利性解消制度の創設とありますが、その内容を教えてください。

沖縄県は飛行機や船しか輸送手段がありません。他○比嘉俊昭農林水産部長

都道府県では鉄道を通して運んでいる部分もあるということで、やはり同じ日

本でありながらその部分が欠けているということがあるので、県としては少な

くとも鹿児島県と同じ運賃にすることでスタートラインに立つのかと思いま

す。鹿児島県と沖縄県間の運賃を削減をして鹿児島県と同じにしてほしいとい

う要望です。それについては、当然、離島の宮古地区、八重地区からの輸送で

あっても鹿児島県並みの運賃ということで国に要望しています。

要請の中で実現までの間に時間がかかるようなので、県に○辻野ヒロ子委員

、 、 、よる財政支援 農家の経営安定 所得向上等にぜひお願いしたいと思いますが

その辺についてはいかがでしょうか。

今回の内閣府の予算の枠の中で、芽出しとしてはコ○比嘉俊昭農林水産部長

ンテナを借り受けた場合に、コンテナの費用に対して３分の２を持つというこ

とで枠内の話は出ています。ただ県としては当初の要求通りに鹿児島県並みの

運賃ということで考えていますので、これについては12月までの間に今のよう

なやり方ではなくて、100％国に持ってほしいという要望をしています。そう

いう意味では一定の事業としては出ていますが、我々としては当初要求通りに

したいです。平成24年度はそういう状況で国は考えているようですが、我々と

して先ほど言いましたように、鹿児島県並みの運賃を要望しているところであ

りまして、その後平成24年度以降はこちらが要求している形でやっていきたい

と思っております。平成24年度は国としても、考えているということのようで

すがまだ十分ではないようです。

ぜひ引き続きこの件は強く要望していただきたいと思いま○辻野ヒロ子委員

す。キジやクジャクなどの有害鳥類についてお聞きします。実は去る日曜日に

石垣島のほうで猟友組合による駆除がありました。そのときにキジ、クジャク

を64羽駆除しました。猟友組合の方が３班に分かれてやっているのですが、そ

の情報は県のほうにもあったと思います。県のほうには生態調査に力を入れて

ほしいという地元からの要望がありますが、その辺の予算などはないでしょう

か。
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農林水産部ではどちらかと言いますと、駆除にシフ○比嘉俊昭農林水産部長

トした形で予算がついています。生態調査については所管ではない部署がやっ

ている形になっていますが、被害を受ける側は農林水産部ですので、関係部局

と調整しながら生態調査についてもできるような形で対応したいと思います。

地元も何回かに分けて猟友組合の協力を得てやっていま○辻野ヒロ子委員

す。地元も一生懸命頑張りますので、まだまだたくさんのキジ、クジャクがい

ると想像されるので、そういった点で生態調査をやらないことにはどのように

駆除をしていいのかわからない状況ですので、駆除の予算だけではやっていけ

ないとのことで強く要望したいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

中川京貴委員。

陳情第109号についてお聞きします。先ほどから各委員から○中川京貴委員

質疑がありましたが、私がお聞きしたいことは、これは全国的なものだと思い

ますが、この問題は沖縄県が農林水産業として今後どう対応していくのか、た

だ陳情を出せばいいということではなくて、沖縄県漁業協同組合連合会または

漁業をする方々のために今後どのようにアフターケアしていきますか。

１つは、九州各県も今の免税が廃止されたことに懸○比嘉俊昭農林水産部長

念があって、まずは九州知事会と連携をして、そこで要請をしようということ

があります。また先ほど説明いたしましたが、農林水産省もやはり漁業、農業

を守るために免税措置について財務省に要求をしているということで、国自体

もそういった状況です。これは全国的な話になると思いますので、全国的な取

り組みに参加するということが大きいと思います。先ほど申し上げましたよう

に、九州知事会や独自でも要請する仕組みを考えております。それと同時に県

議会として意見書を出していただければ、県全体として取り組んでいるという

状況がはっきりわかると思いますので、それはお願いしたいと思います。

やはり今農林水産部長がおっしゃるように、県議会として姿○中川京貴委員

勢として意見書は出すべきだと思います。私が聞きたいことは、これはもとも

との税は道路税で、道路税にかかってきて漁業、農業は道路を走らないのでそ

こにかける必要はないということで、免税措置がスタートしました。しかし、

平成24年３月31日に期限が切れて免税措置がなくなると、先ほど渡久地委員か
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らも質疑があったように、漁業、農業にかかわる方へのダメージが大きいです

が、それを今後県はどのように支援していきますか。例えば、先ほどあった漁

、 、業で550名の9000万円の税の控除を受けていると また農業については1824名

4500万円を、県単独で差額を漁業や農業のために支援する必要があると思いま

すが、農林水産部長の考えをお聞かせください。

国は課税の恒久化をねらっていて、我々としても短○比嘉俊昭農林水産部長

期的な勝負ではなくて恒久的に引き下げてもらうことが大きいと思います。ま

ずは国のほうで、しっかりと法律を恒久化する形にすることが必要だと思いま

す。そういう意味でも、長期的な視点で国にしっかり要求する必要があると思

います。そこをしっかり担保してもらう形で、農林水産省もそのように言って

いるので、一緒になって取り組むことがまずは重要だと思っています。

まさに農林水産部長がおっしゃるとおりで、手続上は、県も○中川京貴委員

もちろん県議会も意見書を出していただきたいと。そういった作業をしながら

やはり、最終的には原油高騰になって過去に漁業をされる方が漁に出ない、漁

に出て魚をとってきても原油と割が合わないということで一時問題になりまし

た。そのときも県はいろいろな活動や支援をしてきたはずなので、ぜひ手続を

とりながら、国は国として法律になってくると難しいので、県としての漁業、

農業に対する対策を要望申し上げます。

。 、次に陳情第115号の２についてお聞きします 宮古島市長からの陳情ですが

これも先ほどありましたが、キジやクジャクの有害鳥獣による農作物の被害を

防ぐため、県において生態調査及び効果的な駆除をしてほしいということです

が、今の農林水産部長がおっしゃるように、処理方針等であるようなことを受

けても解決していない。陳情が出てきています。ですから、県が言うような処

理方針で駆除できると考えていますか。

やはり先ほど言いましたように、キジ、クジャクに○比嘉俊昭農林水産部長

ついてはかなりの数が生息しているということですので、継続して対策をして

いきたいと思います。これは国も鳥獣保護の予算をかなり強化していて、そう

いったことで引き続き県としても、しっかり予算化に向けて国と調整してやっ

ていきたいと思います。ただ同時に、生態を少し調査しないと根本的な駆除に

ならないと理解していまして、できましたら専門家を交えてどの方面から駆除

をしたらよいのかなど検討してまいりたいと思います。



- 25 -

経済労働委員会記録

１つ提案したいのですが、クジャクやキジもそうですが、県○中川京貴委員

外の離島あたりではヤギが繁殖しているようですし、県外ではシカもあります

が、これを解決するためには、北部地域のほうでイノシシが発生したら猟友会

が出てきますよね、そしてイノシシをとって、そのきばを持っていったら自治

体で補助金がありますよね。そういった形で民間を活用した対策をしていかな

いと、役員だけが集まって会議しても駆除は難しいと思います。

今の駆除については、そういった対策もできるよう○比嘉俊昭農林水産部長

になっています。前回駆除したものは、猟友会を活用して鉄砲で確保したとい

うことですので、捕獲箱もありますが、銃器による駆除も予算の中でできるよ

うになっていますので、そういう対応も調整をしているところでございます。

この猟友会についても県が許可しないとできません。猟をす○中川京貴委員

る期間が法的に決まっていますので、それを県が許可して自治体と一緒になっ

て駆除に当たるということ。また必ずしも殺すということではなくて、生きた

ままの捕獲もやっていただきたいと思います。そうすれば、こどもの国や名護

市の自然動物公園などで引き取ってもらえるように、県が作業をしていただき

たいと思います。動物公園などと連絡はとれていますか。

１つは権限移譲で市町村が許可しなくても、市町村○比嘉俊昭農林水産部長

の中でどれだけ駆除するという計画をつくれば、市町村で単独でできます。そ

れから地区に協議会はつくっていまして、そこで話し合いをすることになって

いますので、そこであわせて委員がおっしゃったような利用方法が出てくると

。 。 、 、思います 今はそこまでは話が出ていません 今後 専門家の話も聞きながら

捕獲もしながら有効利用する方法もあると思いますので、今の意見も踏まえて

地域におろしてみて、意見交換をしていきたいと思います。

例えばこの陳情が上がっているところ、そういった自治体に○中川京貴委員

クジャク１匹幾らで引き取りますというような制度をつくったら、みんなやる

と思います。そういったものに県の補助は適用されますか。

鳥獣関係の防止対策事業が国の事業としてありま○與那嶺宏明営農支援課長

す。その事業を活用して市町村が実施しています。イノシシ、カラスなどにつ

いて捕獲するソフトの事業があって、それで市町村が実施しています。今、委

員がおっしゃるような手当もこれで活用してできるようになっています。
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今聞いていることは、宮古島市では実施していますか。○中川京貴委員

宮古島市ではこの交付金を活用せずに、単独事業○與那嶺宏明営農支援課長

で実施しています。

それを単独事業で実施させるのではなくて、単独事業で任せ○中川京貴委員

ているから陳情が上がってきているのです。単独でできるのであれば陳情を出

す必要はありません。その島で手に負えなくなったので、県議会に陳情を出し

てきているのです。ですから知恵を出していただいて、単独事業としてやるの

ではなくて、本当に農林水産部長が解決しようと考えているのであれば、国も

県も知恵を出して補助事業にしていただきたいのですが、いかがでしょうか。

石垣市、国頭村などもその事業で対応している状況○比嘉俊昭農林水産部長

ですので、今の宮古島市についてもせっかく国の事業があるので、それを活用

してもらうように話をして、国、県で一緒になって対応していきたいと思いま

す。

ぜひ今言ったように、例えば１頭につき補助金を出すとなれ○中川京貴委員

ば必ず駆除はできると思いますので、要望申し上げます。

次に陳情第134号、陳情第135号についてお聞きします。糸満市長初め糸満市

議会議長から陳情が出ています。私が少し驚いているのは、ことしのことかと

思っていたら、平成19年度からこの問題があったということです。平成19年度

からこれまでに、ここにかかったいろいろな案があると思いますが、この調整

に幾らかかっていますか。

調査費としては正確な数字ではありませんが、概○玉城肇村づくり計画課長

数で平成19年度から約1000万円弱の調査費をかけています。

この資料を見て、１番の上のほうは、山の下からトンネルを○中川京貴委員

つくって水を流しているものと、あと２つはポンプアップするということで先

ほどの説明で驚いたことは毎秒32トン、これが果たして説明を受けたとおりに

そのまま流すのであれば、ポンプアップで間に合いますか。

先ほどの32トンと申し上げましたのは、排水路で○玉城肇村づくり計画課長
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直接流す場合が32トンでした。ポンプアップの場合は、流す前段である程度貯

留して、それを一定量流すということで、今の構想では、４機のポンプを設置

しましてそれでやるということです。量としては、約12トンで３分の１強あり

ます。ですから、一たんためながら一定量を流すという考え方です。

今の説明を聞いて、ポンプアップということは半永久的にお○中川京貴委員

金がかかるということです。そして４機入れると言っていましたが、それ以上

に降水量があったら、４機で間に合わなかったら、想定外だったとなると思い

ます。私はそれよりは将来においてお金がかからないように、雨水をそのまま

海に流すと。これを１カ所のタンクに、マンホールをつけなくても雨は自然と

流れます。ただ、１カ所に流すということに難色があると思いますが、この辺

は糸満市長や糸満市議会議長から陳情が上がっているので、説明しながら雨水

対策をやるべきだと思います。ポンプアップすることはナンセンスだと思いま

すが、いかがでしょうか。

これは選択肢の一つということですが、先ほど委員○比嘉俊昭農林水産部長

がおっしゃったように、維持費がかからないという面では直接流したほうがい

いです。そういう意味では、維持費がかからないように我々としても、しっか

り抜本的にできることが望ましいと思います。ただ、やり方としては組み合わ

せも必要かと思います。つまり、今の沈砂池を少し広げて、そこで一たん投げ

て、それから落とす仕掛けも、そういう意味では１案と３案を組み合わせた形

も必要かと思います。一方的なものではなく、その２つでやれば、一たん落ち

て持ちこたえたら、またこちらに流すとしたほうがわかりやすいのかと思いま

す。それも含めて地元にも説明をして、理解を求めていきたいと思います。

やはり県も地元から陳情があって、水が足りないからといっ○中川京貴委員

て地下ダムをつくったはずです。地元の要望にこたえながら地下ダムをつくっ

て、そしたら今度は水が多すぎてあふれているということで、いろいろな地域

の状況があると思います。今、農林水産部長がおっしゃったように、この面積

を広げたら、それだけ水を流さなくてもいい方法も出てくるし、また水の活用

も出てくると思います。今おっしゃっている２つの方法を取り入れた方法で、

地元との話をしていただきたいと思います。

その方向で事務レベルで検討をしています。そこで○比嘉俊昭農林水産部長

広げた形での用地買収をして、一たん暫定的に受け口を大きくして、次の展開
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へ段階的にやったほうが早く対策ができると考えています。

最後に確認いたします。農林水産部長、これは必ずやるとい○中川京貴委員

うことで理解してもよいですか。なぜかと申しますと、来年になって雨が降ら

ないからといってほおっておいて、また大雨が降ったときにこの問題が出てき

て、陳情が出てくるようなことがないと断言できますか。

、 、○比嘉俊昭農林水産部長 農林水産部としては かなり被害が出ていますので

農家の経営安定ということでしっかり対策を打つということが、農林水産部と

しての考えです。そうなると地元の意向が一番重要だと思いますので、その場

合地権者、やはり土地を買う形になると思いますので、その辺が早急にできれ

ば解決は早いと思います。我々としては組み合わせの形で話を進めながら、積

極的に取り組んでいきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

仲宗根悟委員。

陳情第134号、135号についてお聞きします。先ほど渡久地委○仲宗根悟委員

員からありましたように、設計についても十分だったのかという話がありまし

たが、非常に心配していることが、この糸満市だけに限った話になるのか、こ

れから圃場整備したところがそういったおそれがある場所があるのかについて

お聞きします。

一般的には河川、排水路があれば、かなり豪雨で○玉城肇村づくり計画課長

も海のほうに流れていきます。そういった場合でも若干の湛水被害があるケー

スは、一般的な地域であると思います。ただ、サンゴ石灰岩地帯で盆地に囲ま

れていて、周辺に河川や排水路が発達していない地域については、どうしても

雨水の排除は、ドリーネなどに一たんたまって地下を通っていくという形態に

なっています。かなりの雨があると、のみ口のほうが許容オーバーすることが

、 。ありますので そういった地域については湛水被害のおそれがあると思います

それは県内でも余り多くはなくて、糸満市の南部、一部南城市の百名地域など

があります。

糸満市の南部と南城市のどちらでしたか。○仲宗根悟委員
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南城市の百名地域で湛水被害があったと聞いてお○玉城肇村づくり計画課長

ります。

では本来、圃場内では雨水の処理は浸透ということが一番望○仲宗根悟委員

ましいと。周辺に河川がある場合は、河川に流す処理があるべき姿になってい

ると。ところが糸満市だけは、今回は皆さんがおっしゃっている不可抗力とい

うものが、１時間の雨量、連続雨量が400ミリメートルも超えたので、浸透せ

ずにその容量よりもあふれたというとらえ方なのでしょうか。

委員がおっしゃったように豪雨も要因としてあり○玉城肇村づくり計画課長

ます。ドリーネに雨水が排出されるわけですが、なかなかドリーネは中の地形

が複雑で、根詰まりが起こりやすいということも要因であると考えています。

通常の施設であれば、定期的な管理や土砂揚げなどは容易にできます。ドリー

ネに土砂、あるいは場合によっては農業用のビニールハウスの雑物等が入って

きて、なかなかそれが排除できないと、それが排水能力を低下させているとい

うこともありますので、その辺はドリーネの排水の活用については課題として

上げられると思います。

では今回の糸満市の問題は、処理方針にもありますが、沈砂○仲宗根悟委員

池等堆積した土砂、ビニールなどの雑物そのものも影響があったということで

すが、それを定期的に除去していれば、ある程度の被害は防げたのかと思いま

すが、その辺はいかがでしょうか。

施設としての沈砂池浸透池は地区にありますが、○玉城肇村づくり計画課長

それについては定期的に管理をするということはやっています。ただ、特にク

ラガーというドリーネが排出先になっていますので、そこが今言いましたよう

に、土砂などの雑物が入り込んでいて、なかなか奥まで人が管理に行けるよう

な状況ではないので、その辺で排水能力が低下しているということで、奥まで

雑物除去ができればある程度の軽減はできると思いますが、クラガーが持って

いる地形条件、構造がなかなか管理しづらい部分もありますので、今後活用し

ていいのか、または先ほど言ったように、一たん浸透池等でボリュームを確保

して水をためて、その後に排水とかトンネルを使って管理がしやすいようにす

。 、る対策が必要だと思います 現状ではドリーネの能力低下を防ぐということは

極力いろいろな手だてで改修とか除去はしていきたいと思いますが、不確定な

部分もあると思います。
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繰り返しになりますが、ドリーネ部分の点検がしづらい部分○仲宗根悟委員

があるとの説明でしたが、これは糸満市の圃場整備に限ってだけではなくて、

県内どこでもその候補はあると考えてもいいのでしょうか。

先ほど申し上げましたように、サンゴ石灰岩地帯○玉城肇村づくり計画課長

ではドリーネ処理がよくないということですが、大半の地域では河川とか排水

路で処理していますので、根詰まりを起こしやすい地域は限られていると思い

ます。ちなみに宮古島の場合は、島全体がサンゴ石灰岩地域で覆われています

ので、ほとんど排水の処理については浸透池などの排水処理です。既設のドリ

ーネではなくて、人工的に浸透池をつくってそこで排水して、管理も定期的に

するという形態をとっています。

もちろん、沈砂池が詰まっていたら上から越流すると思いま○仲宗根悟委員

すが、定期的に、雨が降ったら恐らく土砂が流れているだろうと推測して点検

して、除去作業をしてもらうということがあると思いますが、その除去作業で

すが、それについての何らかの手当といいますか、除去費用など県から各農地

改良あるいは組合、市町村あたりに、除去作業をしていただける費用の支援は

ありますか。

これまでも除去作業については取り組んでいます○比嘉俊昭農林水産部長

、 、 。し 引き続き詰まりを改善することは大変重要なので 実施したいと思います

また地元から、入り口も何とか広げてほしいという要望もありますので、そこ

も聞きながらしっかり流れる形にしたいと思います。

次に陳情第109号についてお聞きします。免税措置に至った○仲宗根悟委員

理由は陸と海の違いがあるということでしたが、この恒久化の要請の見通しは

どのようになっていますか。

農林水産省自体が恒久化ということで財務省に要望○比嘉俊昭農林水産部長

しているようですので、県としてもしっかり恒久化という形で要望したいと思

います。

この軽減のスタートした入り口は、平成21年度、平成23年度○仲宗根悟委員

とありますが、それ以前は全くない状態ですか。
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先ほど道路特定財源ということで、道路を走るもの○比嘉俊昭農林水産部長

については対象でしたが、一般税に変えられたので、それまでは道路を走らな

いものですからそういう意味では免税されていました。ところが一般税に変わ

ったので、そうなりますと、先ほど言いましたように目的税にならないで、こ

れについても税の対象になりますということになったので、それでは厳しいと

いうことで要望したようです。

水産物の安定供給、安定操業をうたっていますが、私たちも○仲宗根悟委員

東京の市場に行きましたら、年々魚の需要が減ってきているという話がありま

した。本県は漁獲と消費量、消費を拡大する仕組みはどういったものがありま

すか。

魚については、貝も含めて全国で最下位です。マグ○比嘉俊昭農林水産部長

。 、ロは結構消費量が多いです マグロについては非常にいいと言われているので

そこについては当然本土市場にも出しますが、やはり海外展開も必要ではない

かという話があります。そういう意味では県外、海外も視野に入れてやる必要

があると思います。それと同時に、やはり沖縄県産の消費拡大といいますか、

、 。そこをしっかりやらないと 恐らく理解してもらえないという状況があります

実はモズクについては、これまではどちらかというと加工して送っていました

が、生で食べられる手法がかなり浸透してきていまして、そういう意味ではい

ろいろな具材として使えるということが出てきましたので、ぜひ沖縄県の魚に

ついては、そういった形でＰＲしていきたいと思います。

もちろん燃油に係る支援策も必要ですが、今農林水産部長が○仲宗根悟委員

おっしゃったように、海産物の消費拡大に努めるような、つなげるようなこと

も必要だと思いました。

次に陳情第59号の含みつ糖についてお聞きします。平成22年３月に陳情が出

されていて、処理方針でこういったことをやりますという具体的な取り組みと

して挙げられています。その後非常に気になりますが、どのようになっていま

すか。

処理方針にもあるとおりに、基本的には表示を改め○比嘉俊昭農林水産部長

てもらったということです。それが功を奏してといいますか、今在庫がことし

の２月までで100何トンくらいで、在庫はほとんどありません。そういった意
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味では、一定程度の表示の黒糖イコール黒砂糖、それから加工黒糖の場合には

黒糖と表示するという一定の理解が得られつつあるのかと思います。それから

国では、含みつ糖についてはしっかり考えようということで、国でも考えても

らっています。それから県として、含みつ糖地域については工場がかなり古い

ということもあって、粟国島が今改善されていまして、小浜島も改善できまし

、 、 、て そういった意味では しっかり地域で生産活動をうまくできるような形で

工場も整備しながら農家が安心できるような価格になるような取り組みをしっ

かりやる形で、予算要求をしていきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

玉城満委員。

陳情第115号の２についてお聞きします。処理方針１の農林水○玉城満委員

産物流通条件不利性解消制度は、新しい沖縄振興法の中で農産物だけではなく

て、ほかの物流の軽減やユニバーサルサービスなど、いろいろなものが出てき

ています。ですから、他の部署との整合性、連携はしっかりされていますか。

先日、商工労働部と企画部と調整をしました。やは○比嘉俊昭農林水産部長

り農林水産物だけではなくて、沖縄県が出すものについてはすべて対象にした

ほうがよいのではないかと話し合いをしています。ただどういった形で整理す

るかについてはまだわかりませんが、基本的には沖縄県から出すものについて

は、鹿児島県並みの運賃改正ができないかと話し合いをしています。

農林水産物ということで創設を国に要望していますとあるの○玉城満委員

で、トータル的な考え方をしていないといけないと思います。商工労働部、企

画部とそれぞれいろいろな制度がありますし、場所によっても物流の値段も違

いますし、離島との関係もありますよね、離島から那覇まで運ぶ問題などもあ

るので、物流は総合的に解決するべきだと思います。

次に陳情第19号についてお聞きします。これは直接は関係しないかと思いま

すが、同じ経済労働委員会所管部局の中に商工労働部がありますが、その中で

三線の話が本会議中にもありました。今はヤンバル、かつては八重山のクロキ

が材料でしたが、こういった沖縄県の工芸品に使われる木の実態調査などは農

林水産部で把握していますか。

用途ごとには詳細について把握はしていませんが、○比嘉俊昭農林水産部長
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いずれにしても木工用品とか、机に使うとかおもちゃの材料にしている状況で

す。

これからの植樹の種類にもかかってくると思います。向こう10○玉城満委員

年、20年、30年、遠くは100年、クロキなどは相当時間がかかります。今はク

ルチも海外から仕入れています。これははっきり言って、この現状を変えるた

めには今から100年後のための植樹を意識しないといけないと思いますので、

そういった工芸品との連携、植樹の種類、林業のあり方について考えていただ

きたいと思います。

やはり伝統工芸品にも木は活用されていますし、首○比嘉俊昭農林水産部長

里城をつくる際にも―今現在、首里城を100年計画のような形で国でも植樹を

考えているようです。我々としても三線は伝統工芸品ですので、そういった意

味では商工労働部とも連携しながら、県産の材料を使える形に進めていきたい

と思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

座喜味一幸委員。

陳情第109号についてお聞きします。先ほど数字が出てい○座喜味一幸委員

ましたが、農業への1842人の4900万円とありましたが、現場に行きますと船も

農業用の機械も免税手続が面倒でされていません。トータルの利用者の中で使

っている人は何％ですか。

推計ですが約１万7000戸くらいの農家数があるとし○島尻勝広糖業農産課長

て、今は1800名ですので約10％前後だと思われます。

先ほど軽油で550という数字をお示ししましたが、大ざ○島田和彦水産課長

っぱに申し上げまして使用者が4000名と推計していただければ、約１割強くら

いだと思います。

せっかく免税措置があるのに使えない、使っていないとい○座喜味一幸委員

う現実を全く改善しようともせずに、仰々しい話に発展する以前の問題がある

ということを指摘します。尖閣列島に資源調査に行ったら、油代が大変で１航

海25万円かかるようです。このように漁業が厳しいと言われながら、この程度
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の利用率しかないかということは以前にも指摘をしました。税務所署に免税措

置手続をやりに行ってみてください。高齢者の方には難しいと思います。それ

くらい難しい手続をしていて、漁船に重油を入れようとしたら、写真管理でし

た。このような免税措置の利用のやり方があるのかと指摘をします。この改善

をいつまでにやりますか。まずは税務署と調整してください。

やはり農家や漁家が使いやすい形は必要です。ただ○比嘉俊昭農林水産部長

向こうとしても、証明とか説明のときにとっていると聞いています。ただもう

少し緩和できないかという話はしていきたいと思います。

。 、○座喜味一幸委員 これは本気で取り組んでいただきたいと思います 例えば

ＪＡに農家名簿があります。そうしますと、農家名簿でこれは管理するくらい

の簡便な方法はとれるし、漁業組合員が注文したら、給油車は名簿を確認する

だけで免税措置ができるというように、幾らでもいろいろな方法があると思い

ます。それをまず改善するとなると、税務署との調整や県内部の調整をいつま

でにするのか明確にお答えください。

まずは手続は、国との関係でそういった形になって○比嘉俊昭農林水産部長

いますので、その辺の確認をします。また規則等もあるのでそれについても確

認しながら、どのような形にすれば簡素化できるのか確認してまいりたいと思

います。我々としては、農家が使いやすいようにと考えていますが、これは全

国的な話や国の通達もあるので、できるだけ簡素化できるように要請してまい

りたいと思います。

例えば、税務署との簡便化の協議会などを立ち上げるとい○座喜味一幸委員

、 。うようなことを 次回は答弁できるように取り組んでいただきたいと思います

どのような形になるかわかりませんが、話し合いの○比嘉俊昭農林水産部長

場を持っていきたいと思います。

重要な案件ですが、県議会で意見書を出すくらいのものか○座喜味一幸委員

と思いましたが、現場で調査をしましたら手続が難しいですし、使える制度で

ないということを確認しました。

次に陳情第134号、135号についてお聞きします。この冠水被害の問題は地形

的に見て、サンゴ石灰岩地域はあちらこちらでこういった問題があります。昔



- 35 -

経済労働委員会記録

はその地域は値段が高かったのです。干ばつのときにさとうきびがよくできる

し、流れてきた腐葉土がいっぱいあるからその土地は重宝がられました。ほか

の地域は干ばつで苦しいときに、この地域は10トンも収穫があったという歴史

もあります。しかしスプロール化が進むと、道路が整備されていろいろな建物

ができる、まして農業研究センターについてはかさ上げしていますよね、そう

いう意味では現実をしっかりと説明すること、また、ハード事業でポンプアッ

プなどをする前に、道路計画等を含めて地形変更に関する農地管理、地形管理

などのソフト面をしっかりとしないと、どこでも同じになります。力のあるほ

うは50センチメートルかさ上げもした、隣も１メートル上げましたと競争にな

ります。そういったことがあって、最終的にはドリーネも退化してくるという

現実が積み重なって、そういうソフトの農地管理も含めてトータルとして、農

業研究センターもかさ上げして排水部で力の弱いほうに行きます。そういった

ことの積み重ねです。我々農家はそういった問題については地域で話し合いを

して、かさ上げをする場合も力仕事ではなくて圃場整備を入れよう、均等にし

ようと話し合いをして解決していることがあって、きっとこの地域も昔はそう

であったと思います。その辺の言うべきこと、今までの現実的なこと、対策と

して圃場整備の中で水のみ場を分散するという基本的な、土木建築部が道路を

つくるときにも明確に排水を義務づけるくらいの話し合いをしないと、この問

題は解決しないと思います。したがって、ソフトとハードの部分から、こんな

に大きな問題は、歴史の経緯をもって自信を持って説明しないと、解決しにく

くなります。あちらこちらでこういった問題が解決した事例はたくさんあるの

で、現場をもう少し知って自信を持って対応しないと、５年に一度しかないポ

ンプをつくって、維持管理費が大変で何億円もかかるという責任問題が出てく

ると思います。現場の実態把握に努めるように希望します。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、農林水産部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

休憩いたします。

（休憩中に、説明員入れかえ）
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午後０時12分 休憩

午後１時30分 再開

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

次に、商工労働部関係の陳情平成20年第201号外13件の審査を行います。

ただいまの陳情について、商工労働部長の説明を求めます。

なお、継続の陳情については、前定例会以降の新しい事実についてのみ説明

をお願いいたします。

平良敏昭商工労働部長。

商工労働部関係の陳情につきまして、その処理方針○平良敏昭商工労働部長

を御説明いたします。まず初めに、お手元に、経済労働委員会陳情に関する説

明資料を配付しておりますので、その目次をごらんください。

商工労働部関係は、継続陳情が９件、新規陳情が５件となっております。

継続陳情９件のうち、８件につきましては、前議会における処理方針と同様

の処理方針となっておりますので、説明を省略させていただきます。

それではまず、処理方針に修正のある継続陳情１件について御説明いたしま

す。修正のある箇所は、見え消し修正及び下線により表示しております。

説明資料の10ページをお開きください。

陳情平成22年第35号、第三セクター・沖縄市アメニティプラン株式会社の融

資に係る連帯保証人会に関する陳情に係る修正箇所について御説明いたしま

す。

沖縄市アメニティプラン株式会社の特別清算に係る弁済協定案の那覇地方裁

判所への提出期間は、平成23年10月31日まで伸長されたことから、その旨追記

するとともに、これまでの弁済協定案の提出期間伸長に係る文章を整理してお

ります。

続きまして、新規陳情について御説明いたします。

説明資料の18ページをお開きください。

陳情第110号 ハローワーク那覇に関する陳情について御説明いたします。、

陳情者上地英樹、陳情の要旨、要望の理由は省略し、処理方針を御説明いた

ます。

ハローワークプラザ那覇における窓口業務の問題については、所管する沖縄

労働局に確認したところ、職員が窓口の対応について陳情者及びその妻に口頭

で説明を行ったとのことであります。なお、基金訓練は９月開講分で終了し、

10月からは新たな制度による職業訓練が実施されてます。新たな制度での職業



- 37 -

経済労働委員会記録

訓練は、訓練定員数の制限、受講資格給付金受給資格の厳格化とあわせて、ハ

ローワーク那覇における窓口の効率化等により、今後窓口の混乱は解消される

と聞いております。

次に、説明資料の19ページをごらんください。

陳情第118号、胡屋地区商店街商業環境整備事業に関する陳情について説明

いたします。

陳情者沖縄商工会議所会頭新垣直彦外２人。陳情の要旨、要望の理由は省略

し、処理方針を御説明いたします。

沖縄市一番街商店街アーケードは築36年、沖縄市サンシティ商店街アーケー

ドは築29年が経過し、構造物自体は比較的健全でありますが、屋根や街灯等の

、 。 、劣化が進み 買物客の利便性に支障が出ているとのことであります そのため

沖縄市一番街商店街振興組合と沖縄市サンシティ商店街振興組合は、魅力ある

商店街再生のため、国の補助事業も活用し、アーケードの改修事業を実施して

いくとのことであります。本事業は、沖縄市中心市街地活性化基本計画に位置

づけられた事業であり、当該アーケード施設は、沖縄市民だけでなく市町村及

び観光客も利用する施設であります。そのことから、県においては、本議会の

補正予算案に両組合が実施する本事業に対する県補助金として、1000万円計上

しているところであります。

次に、説明資料の20ページをお開きください。

陳情第127号、平成23年度中城湾港（新港地区）振興に関する陳情について

御説明いたします。

陳情者中城湾新港地区協議会会長名護宏雄。陳情の要旨、要望の理由は省略

し、処理方針を御説明いたします。

事項１産業用電力の全国水準並みの料金等インフラコストの充実を検討する

ことについて、沖縄電力株式会社によれば、電気料金については、電気事業法

に基づき、各電力会社が定め、経済産業大臣の認可を受けることとなっており

ます。具体的には、経済産業省令の規定により、各電力会社が需給計画、設備

計画等に基づき、総原価費を算定し、用途に応じ料金を設定しているため、特

定用途の電気料金のみを特別に安価にすることは、制度上できないとのことで

す。沖縄県の電気事業は、島嶼県であるがゆえの構造的不利性より他都道府県

と比べて割高にならざるを得ない状況にありますが、沖縄振興特別措置法によ

る税制の特別措置等の支援を受け、電気料金の上昇に一定の歯どめがかけられ

ているところです。

事項２中城湾港に設置する特別自由貿易地域における企業誘致の現状及び今

後の展望について明らかにすることについて、企業誘致の現状については、中
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城湾港新港地区に立地する企業や国、県、地元自治体で構成する中城湾港新港

地区四者意見交換会や特別自由貿易地域連絡会議等において、適宜説明してお

ります。今後の展望については、次期沖縄振興計画において、企業誘致の目標

などを検討しており、適切な時期に説明してまいりたいと考えております。

次に、説明資料の22ページをお開きください。

陳情第128号、中城湾港新港地区東埠頭の整備促進及び定期船の早期就航実

現等に関する陳情について御説明いたします。

陳情者中城湾港開発推進協議会会長島袋俊夫。陳情の要旨、要望の理由は省

略し、処理方針を御説明いたします。

事項１特別自由貿易地域における企業誘致施策を拡充することについて、特

別自由貿易地域における企業の集積を図るため、企業誘致セミナーの開催や、

輸送コストに対する助成、企業立地サポートセンターによる創・操業支援など

。 、 、の取り組みを行っております 今後は 海外での企業誘致セミナーの開催など

さらなる企業誘致活動を展開するとともに、分譲促進に向けた支援制度や各種

税制優遇制度等を充実するなど、魅力的な投資環境の整備に努め、企業の立地

を促進してまいります。

次に、説明資料の23ページをごらんください。

陳情第154号、沖縄三線の伝統工芸品指定に関する陳情について御説明いた

します。

陳情者沖縄県三線製作事業協同組合理事長又吉真也。陳情の要旨、要望の理

由は省略し、処理方針を御説明いたします。県指定の伝統工芸製品は、主とし

て日常生活の用に供されるものであること、その製造過程の主要部分が手工業

的であること、伝統的な技術・技法により製造されるものであること、伝統的

に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ製造されるものである

こと、一定の地域において少なくない数の者がその製造に従事していることを

要件として、製造事業者を構成員とする事業協同組合等の申し出を受け、審議

・検討の上、沖縄県知事が指定することになります。沖縄三線の沖縄県伝統工

芸製品への指定については、その製造における伝統的な技術・技法を継承して

いくとともに、沖縄三線のブランド化につながるものであることから、その指

定に向けて、沖縄三線製作事業協同組合等と連携して取り組んでいきたいと考

えております。

以上が商工労働部関係の陳情に係る処理方針であります。

御審査のほどをよろしくお願いいたします。

商工労働部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長
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これより各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、陳情番号を申し述べてから重複することがないように簡

潔にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行う

ようお願いいたします。

質疑はありませんか。

玉城満委員。

陳情第118号についてお聞きします。中心市街地活性化基本計○玉城満委員

画に対する県の支援ということで、本会議でも質問しました。詳しいことを申

し上げますと、中心市街地活性化基本計画の中での大方のスタイルが事業主が

３分の１、国が３分の２、事業主の３分の１を当該市と所在する県が支援する

べき旨の内容が中心市街地活性化基本計画の中には組み込まれていると思いま

す。今後、中心市街地活性化基本計画が出てきたときに、このパターンが出た

ときに毎回この支援のバランスを、例えば、理想は残りの３分の１のうち、要

するに全体の６分の１を市が持って、残りの６分の１を県が持つということが

いいと思います。しかし今回のアーケードの件については、残りの３分の１か

らすると、６分の１を割っています。ですから今後、こういった中心市街地の

事業が出てきたときに、県が支援するときに毎回県が幾ら補助、支援するとい

うパターンになるのかどうかお聞かせください。

基本的に中心市街地活性基本計画に基づくものにつ○平良敏昭商工労働部長

いては、国においても地方自治体の支援というものは必ずしも県という意味で

はなくて、地元の自治体でもいいわけです。ただ、我々としては基本計画に定

めてきちんとやるわけですから、地元の合意の商店街振興組合等の合意も個別

の商店も含めてやりますので、今後については一定の方針を示してやる考えで

す。基本的には、自分たちの店のある場所にやるので、商店主も一定の負担を

するべきだと考えていますし、我々としては市町村の負担するものに支援する

のではなくて、あくまでも事業主が負担するものに対して支援して、事業主の

負担を減らしていく仕組みで考えております。そういうことで今回1000万円の

支援をしたということです。

このことは今後、向こう４年間にわたって沖縄市は中心市街地○玉城満委員

活性化基本計画をやっていくわけです。近いところで、山里地区の再開発があ

ります。先ほど紹介しました数字は山里地区の再開発についてです。この件に
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関しては国の事業ですから国が３分の２、あとの３分の１を市と県が持つとい

うパターンになることが理想だと思います。その山里地区の再開発のパターン

は３分の１が国、３分の１が事業主で、残りの３分の１を県と沖縄市でできな

いかという話になっています。今、国に申請して通っているのは、沖縄市の中

心市街地活性化基本計画だけです。今後、いろいろなところから中心市街地活

性化基本計画の案が提出されると思います。それぞれの市についてパターンが

違うというよりは、パターンは決めておいたほうがいいのではないかという気

がします。たくさんの事業をやるので、例えばこういった改修事業については

こうする、リノベーション事業についてはこうするというように前もって決め

ておかないと、毎回陳情や調整に時間を割かれると思いますが、その辺につい

てはどのように考えていますか。

山里地区の再開発、中心市街地活性化基本計画につ○平良敏昭商工労働部長

いては少し胡屋地区商店街とは趣旨が違います。山里地区については土木建築

部が所管していますが、今の一番街サンシティのケースはいろいろな買い物客

がほかの地域からも来ていて、そういった面では単に商店主だけではなくて買

い物客も利便性を受けるということで、我々は照明とかあるいは屋根の張りか

えなどをしています。ただ山里地区については、ある面再開発みたいなものに

よって個人の財産の価値も向上するという問題もあるので、若干違った考え方

を持っています。

これは主に箱物をつくる場合は土木建築部が担当するというパ○玉城満委員

ターンになると思います。やはりこの制度に対する支援のパターンは今後研究

する必要があると思いますので、これは要望いたします。

次に陳情第127号についてお聞きします。この沖縄電力の産業用電力の全国

水準並みの料金への陳情というのは、前にもこういった形でありました。これ

は国の制度がこういった制度になっているから値段を下げられないという同じ

処理方針が繰り返されています。処理方針に今度の沖縄振興特別措置法の中に

盛り込むという追加があります。これまで陳情が来たときに沖縄電力と沖縄県

はどういった調整をしていましたか。

陳情の趣旨はよく理解しております。私も担当課長○平良敏昭商工労働部長

時代に中城湾の特別自由貿易地域を担当していましたので、沖縄電力株式会社

とも調整したことがあります。ただ、電力料金について相談をしましたがやは

り電気事業法の中で定めている仕組み、総原価方式、こういったものがある以
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上なかなか電力会社が特別にこれを下げるということが難しいです。他都道府

県においても、例えば企業誘致のために特別にある工業団地の電気代を安くす

る仕組みをとっています。それは主として原子力発電所の立地交付金を使って

やっていますが、福井県や愛媛県などがあります。これも電力会社が下げてい

るのではなくて、県の財政を投入してやっているということが全国的な現状で

すので、そこはなかなか現状はそういったかけ方にしかなりません。ただ、電

力料金は企業の立地、県民生活についても、他の電力会社に比べて高いと、そ

の理由が先ほど申し上げましたように離島が多くて、ほとんど離島は赤字とい

、 。う状況ですので 全体で埋め合わせて現実にはそういった状況になっています

次の計画ではその辺を、単に電力会社―１円下げると電力会社は75億円の収入

が落ちます。年間の販売電力量が70数キロワットあります。なかなか難しいと

。 、ころがあります いずれにしても電力の料金問題は大きな課題として認識して

何らかの取り組みを別途考えられないか研究しているところです。

電力の販売といいますか、売電も自由化になるので電力にすべ○玉城満委員

てを任せるというパターンではなくて、例えば、産業廃棄物処理施設は自分た

ちで施設を持ちながら、こちらで発電されたものを近くに供給できるくらいの

発電をすることができるわけです。そのような新しい電力と第三セクターのよ

うな形で供給できる施設を考えたことはありますか。

。 、○平良敏昭商工労働部長 まだそこまで具体的には考えておりません 例えば

全国ベースではソフトバンクモバイル株式会社の孫社長が自然エネルギー、主

に太陽光を中心に考えているようですが、全国で何カ所か大規模な太陽光発電

所をつくって事業化したいという話もあります。沖縄県もメンバーに入ってお

り議論はしていくことになろうかと思います。問題は沖縄県の場合は、沖縄電

力の系統につなぐことになろうかと思いますが、その場合に太陽光発電はどう

してもぶれが大きすぎる、太陽が出ているときは供給量がふえて、ないときに

は下がるという電力の不安定さをうまくつなぐ仕組みを研究していかないと、

あるいは大規模なバッテリーなどが相当高額になるので、その部分についての

技術的研究をしないと、太陽光発電所をつくって自分たちで配電もやっても現

実的には採算が合わないということになると思います。その辺の問題を沖縄電

力の系統とどううまく連携していくかという問題もあります。太陽光発電ある

いは風力発電を大規模に導入した場合、どのような問題が起きるのかというこ

とで、今回大宜味村と名護市で大規模な太陽光と風力発電をやって実証し、技

術研究を含めて取り組んでいるのが現状です。
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制度の問題をいろいろと沖縄振興計画の中に盛り込もうと考え○玉城満委員

ていることは理解できますが、これからはいろんな手法を想定してあそこにど

うにか企業誘致ができるような状況をつくっていただきたいと要望します。次

に陳情第154号についてお聞きします。本会議のときにも質問しましたが、こ

れは伝統工芸に指定するというだけの問題ではなくて、三線の例えば資材、販

路などにも関係します。今、沖縄県の三線という楽器は沖縄県の芸能の基礎に

なっているわけで、各家庭に１つはあるくらいの楽器です。この原材料の中身

について今後データとして取り組む考えはありますか。地元の材木を使ってつ

くるとか、今後はこういった流れをつくるとかという調査を今までされていま

したか。

過去に産学官共同研究開発事業で松を利用したさお○平良敏昭商工労働部長

の研究した実績はあります。

さおのリュウキュウコクタンは県内では、老木とし○登川安政商工振興課長

て使えるものはほとんど入手できません。現在、さおの部分は海外から輸入し

ています。やはり県産木材を活用するという観点から平成17年、平成18年にリ

ュウキュウマツの強度を高めて、三線のクロキと同じ強度のものになるような

木材開発関係については研究していた実績があります。

これは実際に使ってみたデータをとっていますか。実際に使っ○玉城満委員

てみてどの程度が三線店で使っているかというデータはどうですか。

我々としては三線に使える品質に上げたと認識して○登川安政商工振興課長

、 。いますが 三線店で実際に１年から２年間分を在庫として持っているようです

今それを使っているということで、現在これを使った形での製品はまだ出てい

ないと把握しております。

もちろんクロキでも20年間寝ているという三線店はたくさんあ○玉城満委員

ります。切ったからといってすぐに材料として使えるわけではありません。ク

ロキの問題はかつては八重山地区のクロキを結構使っているというケースがあ

ったようですが、今はほとんど皆無に近い状態のようです。ですから伝統工芸

品に持っていく前にやらないといけないこともたくさんあるので、商工労働部

長が答弁したように伝統工芸品に持っていくための早目の仕組み、理由づけな
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どをやることもいいですが、これにつきものである資材の確保についても考え

ておかないと、50年後、100年後の沖縄県の伝統工芸品が、地元のものではな

くて海外から輸入して―実際、三線自体の12億円の売り上げの中の９億円は海

外産なのです。３億円しかやっていない。しかし３億円の中の資材はほとんど

海外から輸入しているというこの現状。本当は600年の歴史の中でずっと地元

のものを使ってやっていたはずなのに、こうなってしまったことは恥ずかしい

と思います。ですから、先ほども農林水産部にも、同じ経済労働委員会の所管

ですので連携していただいて、植樹の種類も沖縄県の伝統工芸品に合わせたも

のをするべきではないかということを提案をしました。ぜひ商工労働部だけで

はなくて、農林水産部と連携して三線を伝統工芸品にするための努力をしてい

ただきたいと思います。特に経済産業省の認定の伝統的工芸品まで早目に持っ

ていっていただきたいと思います。最後に決意をお聞かせください。

伝統的工芸品にまで持っていくことを目標として、○平良敏昭商工労働部長

まずは沖縄県の伝統工芸製品に指定して、きちんと育てていく取り組みが一番

重要だと思います。必然的にその先には、委員のおっしゃる経済産業省認定の

伝統的工芸品になると思います。さおの原料になるリュウキュウコクタンやク

ロキはおよそ100年くらいの取り組みになると思います。ですからその間どの

ようにするかということは、今は外国から輸入しているのでその辺を事業協同

組合の皆さんと意見交換しながら取り組んでいきたいと考えております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

前島明男委員。

まず陳情第128号について確認いたします。陳情者は中城湾○前島明男委員

港開発推進協議会の会長になっていますが、この陳情が出てからこの陳情者と

連絡をとったことはありますか。

島袋俊夫会長はうるま市の市長でして、我々○屋比久盛敏企業立地推進課長

が県外との企業立地セミナーなどの県内の企業視察の場合には必ずお呼びして

います。その中でも今後についてのお話などはしております。

なぜこの確認をするかと言いますと、中城湾港推進協議会の○前島明男委員

役員の方々と約１年半前に意見交換会をしたことがあります。この記の部分に

ありますように、特別自由貿易地域における企業誘致施策を拡充することとあ



- 44 -

経済労働委員会記録

りますが、彼らはこのタイトルにあるように、中城湾港新港地区東埠頭の整備

促進及び定期船の早期就航実現に関する陳情というものが本音だと思います。

ところが記のところでこういった記載になっているので、彼らの意図するとこ

ろが陳情にあらわれていないと思います。ですからそれについてしっかりと彼

らと意見交換したのか、タイトルと記の記載との中身が違うのでそういったと

ころをしっかりと確認しましたか。

この陳情は項目が何件かありますので、土木○屋比久盛敏企業立地推進課長

建築部にもまたがっていまして、主に港湾課が対応しております。ただし、結

局は我々は年に一、二回ほど４者会談をしております。沖縄総合事務局、国の

空港港湾事務所も入れまして、その辺についての議論はされていると考えてい

ます。

商工労働部にはこの件だけが回ってきたと。では船をどうす○前島明男委員

。 、るということは土木建築部ですか いろいろと話し合ったところ彼らの本音は

鹿児島航路やそのほかの航路から船をつけて北部の物資を積みおろしするのに

ここは便利だし、離島に運ぶことにも便利なので中城湾港を大いに活用してほ

しいということが彼らの推進協議会の本音です。また別の機会で話をしてみた

いと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

渡久地修委員。

陳情第154号についてお聞きします。陳情者が出ている県内○渡久地修委員

の三線製作業界の職人の高齢化、販路拡大など課題が山積していると書いてい

ますが、この沖縄県三線事業協同組合は一人親方ですか。この実態について教

えてください。

この沖縄県三線製作事業協同組合は、昨年４月に設○登川安政商工振興課長

立されている組合です。組合員は15事業者で、これは制作者です。例えば、代

表者の又吉真也氏は新栄堂という三線製作の事業所を持っています。

15事業所、制作者とおっしゃっていましたが、15事業所でし○渡久地修委員

たらそこにかかわっている人は何名ですか。
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三線店はほとんど親方１人です。○登川安政商工振興課長

では沖縄県三線製作事業協同組合に入っていない制作者はほ○渡久地修委員

かにもいますか。

具体的な数字は把握していませんが、ほかの三線店○登川安政商工振興課長

も多数あると考えています。

実態はわからないということですか。○渡久地修委員

三線店が何店あるかという実態の把握はしておりま○登川安政商工振興課長

せん。

三線店イコール製作者ではないと思うが、製作者は何名でし○渡久地修委員

ょうか。

三線店の実態が製造から一貫して行うお店もあれ○平良敏昭商工労働部長

ば、輸入をして販売のみをやるお店、あるいは自分でつくったものと輸入物を

一緒に販売したりするお店が混在していて、実態がわかりません。昨年沖縄県

三線製作事業協同組合ができてようやくまとまりができたので、これからその

辺のデータを細かくヒアリングしていきたいと思います。これは当然、県の伝

統工芸製品に指定する場合にはこの実態はきちんと把握するべきことなので、

これから早急に指定に向けての条件として作業していきたいと思います。

前回の本会議でなぜ指定されていないかと質問したが、わか○渡久地修委員

らないとのお答えでした。やはり実態把握ができていないということも指定が

できていない一つの理由としてあると思うので、ぜひ取り組んでください。ま

た職人の高齢化についてですが、これについての実態はどうでしょうか。

高齢化関係についても今後どういった状況になるか○登川安政商工振興課長

について、沖縄県三線製作事業協同組合とも連携しながら調査してまいりたい

と思います。

処理方針に、伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料○渡久地修委員

として製造されて、一定の地域―地域というのは沖縄県でいいと思いますが、
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そういったものを勘案して検討の上知事が指定するとのことですが、三線の場

合、伝統的に使用されてきた原材料といった場合にはクロキ以外に何がありま

すか。

三線の場合は本体のクロキ、胴の部分の木材、革張○登川安政商工振興課長

りに使うニシキヘビの皮、胴のさおのほうに塗る漆がございます。

これから考えると原材料の確保という点で、ニシキヘビの皮○渡久地修委員

は輸入しかないと思いますが、これからも輸入が続けられるかどうか。クロキ

は先ほどもお話がありましたが、県内での調達が難しいとなった場合、あとは

中の木材だけですか。

確かに三線の実態というと、皮はもともと東南アジ○平良敏昭商工労働部長

。 。アからの輸入に頼っていました 問題はさおのリュウキュウコクタンなどです

こういったものが恐らく沖縄県でも三線のさおに使えるようなクロキがほぼな

いということで、海外からの輸入になったと思います。ですから、その辺の問

題があって、伝統工芸品に指定しにくい、さおの部分をやるのか、胴の部分を

やるのか。三線にはさおがあって、皮、この辺のいろいろな問題がありました

し、組合がなかったということもあると思います。これを厳格にやると難しい

と思います。しかしさおをリュウキュウコクタンでやるとなってもできません

ので、この辺の問題を今後どのように解釈していくのかということが、今後指

定する場合の課題です。

皆さんの処理方針で主たる原料となっていますが、そのよう○渡久地修委員

にするとそのような課題にぶつかると思います。ですから、製造技術、技法な

どの大きな目で見ていかないと今の段階では厳しいと思います。商工労働部長

はこの１年以内には指定したいとおっしゃっていましが、その辺の問題をクリ

アできる状況をどのようにつくっていきますか。

沖縄県の三線を伝統工芸製品に指定しないというこ○平良敏昭商工労働部長

とは非常に問題があるということで、この処理方針に書いていることはこれま

で取り扱ってきた方針です。ですから厳格にこれを適用しようとしますと、三

線は難しくなります。ですから、先ほど申し上げましたように、例えば、さお

の部分をどのように取り扱うかということをそういう意味で申し上げたつもり

です。この辺の問題について専門の方々とも相談していかないといけないと認
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識しております。

原材料の課題ですが、今処理方針には伝統的に使用○登川安政商工振興課長

されてきた原材料―主たる原材料として用いられ製造されているものとありま

すが、考え方として品質等に影響を与えない範囲内で同種材料の転換は継続性

があるものが考えられるという考え方もしております。ですからリュウキュウ

コクタンが入手困難となっているので、それと同等のものをつくって伝統的な

技術、技法で三線をつくるということを、変化の影響等を勘案してやっていく

ことになると思います。

ぜひこの問題をクリアしていただきたいと思います。○渡久地修委員

次に陳情第127号についてお聞きします。産業電力とありますが、電力料金

は国、経済産業大臣の認可を受けることになっているということですが、今、

東京電力株式会社の電気料金の設定について報道がありますが、そういう意味

では各電力会社が定め大臣の認可を受けるということになっていると思いま

す。沖縄県は株主でもあります。そういう意味では電気料金の設定について、

皆さん方は県として目を通して、本当にこれが県民にとって正しいものなのか

という点についてチェックをされていますか。

確かに株主ですが、個別企業の原価の問題まで株主○平良敏昭商工労働部長

が立ち入ってチェックをするということは現実的には厳しいと思います。基本

的には電気事業法が定める電力の料金の総原価方式がありまして、それに基づ

いて電力料金の計上をしております。監督官庁は沖縄総合事務局ですので、我

々が沖縄電力株式会社の電気料金について関与することは難しい部分がありま

す。

では皆さん方としてチェックしたことはないということです○渡久地修委員

か。

電力料金の原価そのものをチェックすることは、法○平良敏昭商工労働部長

律的にもできませんし、したこともありません。

原子力発電所事故で東京電力株式会社の賠償責任問題など○渡久地修委員

で、電気料金設定が適切だったのかということが国民の大きな関心の的になっ

ていて、全国の電力会社に波及してくると思いますので、そういう意味では沖



- 48 -

経済労働委員会記録

縄電力株式会社の電気料金の設定はどうだったのかということが問われてくる

と思いますので、この際、問い合わせをして県としてチェックする必要がある

と思いますが、いかがでしょうか。

もちろん今の料金設定のあり方については、沖縄電○平良敏昭商工労働部長

力株式会社とは確認して、適正に規則にのっとって処理していると聞いていま

す。しかし総原価方式といいますのが、ある面いろいろと指摘されることもあ

りますので、枝野経済産業大臣は早速、東京電力株式会社の問題の処理に関連

して、今後電力料金の総原価方式を見直す必要があると発言をされていますの

で、早晩そういう議論がされてくる。結果としてどういった方針が出されるの

かを注視していきたいと思います。

沖縄電力株式会社はそもそも琉球政府のものでありました○渡久地修委員

し、そういう意味では公的な１社ですし、県民生活に大きな影響があるのでこ

の際、積極的にどうであったかということを沖縄電力株式会社に問い合わせす

るなり、きちんと今の電気料金の設定が県民にとってどうなのかということを

調べていただきたいと要望いたします。

次に陳情第118号についてお聞きします。陳情者によると午前９時から午後

５時まで待たされたということですが、実際はどうなのかお聞かせください。

当日のやりとりを担当課のほうで聞き取りいたしま○平良敏昭商工労働部長

したら、そういった事実がありました。詳細については担当の労政能力開発課

長より説明させます。

これは沖縄労働局が陳情者本人から聞いたものを○武田智労政能力開発課長

まとめたものですが、午前９時40分頃に基金訓練の申請のために受け付けをし

て、終わったのが午後５時37分であったと聞いております。

処理方針を見ますと、今後窓口の混乱は解消されると聞いて○渡久地修委員

おりますとありますが、そういった事実があったのかどうか、ハローワークは

反省をしているのかについてがわかりにくい書き方になっています。今後、窓

口の混乱は解消されると聞いていますということは、陳情者が言っていること

は事実ですので、反省し改善していくのかどうかということがあいまいです。

処理方針の後段の部分は基金訓練が今までの基金訓○平良敏昭商工労働部長
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練の内容と違っていて、受給資格を厳格にするということでかなり申請者が減

らざるを得ないということで、従来のように即受け付けが終了ということでは

なく、かなり厳格な資格が、いろいろと現在の基金訓練等の問題を踏まえて見

直しをしたということで、かなり減るだろうということで、沖縄労働局として

は混乱は起こらないという話をしていると聞いています。

基金訓練は９月開講分で終了しとありますよね。これまでの○渡久地修委員

分の基金訓練は何種類あって、何名が受講し、それにかかった費用は幾らでし

ょうか。

基金訓練は平成21年７月から国で実施されていま○武田智労政能力開発課長

す。平成21年度は71コース、受講者が1437名。平成22年度は689コース、受講

者が１万3069名。平成23年はデータがありません。コースと受講者については

把握しておりますが、これにかかった費用は国で実施しておりますので、それ

については県では把握しておりません。

71コース、689コースありますが大まかに言って半年、３カ○渡久地修委員

。 、 、月とあったと思います それを受けながら 生活費が支給されると思いますが

その辺について月額幾らか教えてください。

無料の職業訓練を受けて、訓練を受けている間生○武田智労政能力開発課長

活給付金を受ける制度です。給付金については、扶養者なしについては月10万

円、扶養者ありの場合は12万円です。またそれとは別に認定を受けている訓練

校などは、１カ月当たり定額で６万円から10万円の奨励金が出ます。

10万円と12万円の給付期間はどれくらいですか。○渡久地修委員

これは訓練期間中は支給されます。３カ月、６カ○武田智労政能力開発課長

月等のコースの期間に応じて支給されます。

今年度の９月開講分は８月31日で締め切りましたか。今年度○渡久地修委員

分はまだ数字はありませんか。

基金訓練は９月開講分で終わりです。９月６日締○武田智労政能力開発課長

め切りです。10月から新たに休職者支援制度というものができました。基金訓
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練の平成23年度はコースが970コース、定員として２万5964名です。受講者数

は５月までしか把握しておりませんが、2701名になっております。

この基金訓練は沖縄県の失業対策、就業対策の問題もありま○渡久地修委員

すが、どういった評価をしていますか。

これは仕事がなくても、失業保険、雇用保険を受け○平良敏昭商工労働部長

ていなくても使えます。そういう意味でも、仕事がなくて困っている方には一

定の効果があると思います。ただ、趣旨が本来の意味で生かされているのかに

ついては別の見方の指摘もあります。本来の目的できちんと使われるのであれ

ば、制度としては仕事がなくて困っている方についてはプラスになると思いま

す。目的に沿って執行されるのであればいいのではないかと思います。

私たちの周りにもこれを受けて非常に助かっている方もいま○渡久地修委員

す。今、商工労働部長が本来の趣旨と言っていましたが、きちんと使われてい

るのであればよいと思います。10月からは新たな制度が始まるようですが、新

たな制度はどのように変わりますか。

10月からの休職者支援制度について御説明いたし○武田智労政能力開発課長

ます。雇用保険を受給できない休職者に対して、訓練を受講できる機会を確保

するとともに一定の場合には給付金を支給するということです。ハローワーク

が中心となって、きめ細やかな就職支援を行うことによって、早期の就職を支

援するものです。大きな違いは、今までの基金訓練に対しては定員は書類に不

備がなければほぼ認められていました。今回からは定数を定めて、制限を設け

たことが大きな違いです。支給対象者は以前の基金訓練では訓練を受けるため

に必要な能力があることでした。10月からの休職者支援制度では労働の意思と

能力のある者が一つ加わりました。より就職を支援する側面が強くなっている

と理解しております。

では定員が定められるとすると、どのような予測になります○渡久地修委員

か。今年度は970コースで定員が２万5964名とのことでしたが、10月からの制

度ではどれくらいになりますか。

訓練実施計画がありまして、10月から来年の３月○武田智労政能力開発課長

まで沖縄県では4200名の定員となります。
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4200名というのは沖縄県の失業者の実態からいって、多いで○渡久地修委員

すか少ないですか。

実態から多いか少ないかとなりますと、非常に答弁○平良敏昭商工労働部長

しにくいと申しますか、訓練は訓練ですのでそういった方を受けるニーズがど

れくらいあるかということは、大体講座内容が３カ月から、半年ぐらいやって

いますが、新たな訓練を置きたいというニーズを必ずしも全部把握しているわ

けではないので、多いのか少ないのかということについては、答弁しにくい状

況です。

今までの基金訓練は役立っていると思います。また受講生が○渡久地修委員

受給する、または補助金をもらうといういろいろな制度があって、これが国等

が考えているものに結びついていなかった部分も多少あるかもしれませんが、

だからといって厳格化して必要な人が受けられなくなってはいけないと思いま

す。10月から新たな制度が実施されるということですので、この推移を国の制

度とはしないで、きちんと多いのか少ないのかを見きわめて、もし少ないので

あれば枠を広げていく、または受給要件を厳格にして、本来必要としている人

が受けられないということがないように、改善すべきところは改善していくと

いう姿勢で臨んでいただきたいと思います。

これは国の事業ですので、なかなか我々が細かいと○平良敏昭商工労働部長

ころまで関与することが難しいところですが、ただ失業者は県民ですので、県

民が困らないような対策を県としてもとるべきだと考えております。またハロ

ーワークとは日常的に連絡をとりあっている担当もおりますので、そういった

ことについては機会をつくって意見交換をしてまいりたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

陳情第154号についてお聞きします。伝統工芸品の指定と○辻野ヒロ子委員

いうことですが、伝統工芸品に指定するとどういったことなりますか。

やはり伝統工芸品として県が正式に認定するので、○平良敏昭商工労働部長

製造工程や材料等がきちんと確かなものといいますか、消費者側から見てブラ



- 52 -

経済労働委員会記録

ンド価値が向上します。もう一つは製作者、指定されたことによって逆にいい

ますと責任感もより強くなりますので、製品の品質向上にもつながると思いま

す。ですからブランド価値の向上ということは、販売側も消費者側も安心して

購入しやすくなると認識しております。

先ほどから材料の問題も出ておりますが、八重山地域でも○辻野ヒロ子委員

結構クロキが盗まれて一時は大変なときもありました。今はほとんど輸入材料

、 、でつくっている 特に八重山地域でもたくさんの三線をつくっている方もいて

お土産品として販売していますが、２万円から３万円で購入できます。伝統工

芸品として指定したときに、そういった問題はどうなるかが気になりますがい

かがでしょうか。

どういった三線をつくるかについて規制はできませ○平良敏昭商工労働部長

んが、やはり伝統工芸品として指定されたら、きちんとした材料、製造工程、

刻印などの何らかの表示がされますので、そういった輸入品は差別されます。

現在でも沖縄県三線事業協同組合は、県内でつくったものについてはシリアル

ナンバーを打っていると聞いていますので、何らかの表記がされることになり

ますので、消費者側からするときちんとした三線であるのか、輸入品であるの

かについてわかるようになると思います。

例えば材料を部分的に買って、それを組み立てて三線とし○辻野ヒロ子委員

て商品として出しているということがありますので、伝統工芸品となったとき

にこういった問題をそのまま見過ごしていくのか、本土の方々はどうしても安

い物を求めますのでその辺が気になりますし、伝統工芸品として商標を張った

ものを認めることをするなど、きちんとしないことにはせっかく伝統工芸品と

言われても引っかかるのですが、いかがでしょうか。

当然その辺については沖縄県三線事業協同組合と連○平良敏昭商工労働部長

携して区別ができるような対応ができると考えております。

特に観光地のお土産品店に三線がたくさんある中で、そう○辻野ヒロ子委員

いったことが気になりました。例えば、ミンサーなどを販売する場合でも地元

でつくっているミンサーについては、地元の商標を張ったものについては、き

ちんとした値段で販売します。またそれに似せてつくられたものが、入ってき

ていまして、これも同じものとして販売していて価格に差があります。そうい
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ったことで業者が困っている状況があるので、三線についても懸念がありまし

た。しっかりその辺についても研究していただきたいと思います。

次に陳情第50号についてお聞きします。これは４月から新しい企業による管

理がされていますが、その運営はどのようになっていますか。

昨年度に選定された企業の株式会社ネオ・プランニ○湧川盛順産業政策課長

ングというところが現在福建・沖縄友好会館に入居して管理をしております。

今そこに入っている企業は何社ありますか。○辻野ヒロ子委員

現在３社です。○湧川盛順産業政策課長

今回の選定の手順のほうで陳情者は苦言を申し上げていま○辻野ヒロ子委員

すが、そういう意味ではこれからの会館のあり方も気になります。今の課題は

ありませんでしょうか。

課題は入居施設の空き部屋がありますが、そこへの○湧川盛順産業政策課長

企業の入居が進んでいないということ。もう一つは、経済交流がまだ直行便が

ないという理由等で思うように進んでいません。その件については、今回の株

式会社ネオ・プランニングが管理することとあわせて、同じ福建省と姉妹都市

を結んでいる那覇市、浦添市、宜野湾市、沖縄県で連絡協議会を開いて情報を

密にしながら取り組んでいくことになっております。ちなみに今度、那覇市が

30周年記念ということで福州市でイベントをしますが、それに県も共同参加し

まして、商談会を開いて交流を深めるという取り組みをしているところです。

やはりせっかくつくった施設ですので、３社は寂しいと思○辻野ヒロ子委員

います。実はけさ、陳情者の方に連絡して確認しましたが、陳情者の方たちも

県とけんかはしたくないというこで、撤退したとおっしゃっていました。より

有効に活用できるように頑張っていただきたいと思います。いろいろなイベン

トも予定されているようですが、せっかくある会館を県も支援をして有効活用

という点でいかがでしょうか。

委員のおっしゃることはごもっともだと思います。○平良敏昭商工労働部長

これだけの予算を使って建てた施設ですので、当然有効活用しなくてはいけな

いと思います。つくった当時と今の中国―福建省も随分変わっています。経済
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的にもかなり力もついていて、最近ではチャーター便の話も出ていたりします

し、最近はリサイクル関係をしている県内企業が、現地の企業と商談成立をさ

せて、近々那覇市のほうで正式契約ということもありますので、そういった経

済活動も少しずつ出ていますので、県としては那覇市、浦添市、宜野湾市など

と連携しながら交流拡大に取り組んでまいりたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

当銘勝雄委員。

陳情第110号についてお聞きします。たくさんのコースが開○当銘勝雄委員

講されていることはありがたいことです。しかし、この窓口を訪れる方は失業

している方で、ただでさえ心がふさがっているはずなのに、対応が悪いとます

ます嫌な思いをするわけですので、きちんとした対応が必要だと思います。こ

れはやむなく陳情に至ったと思われます。質問書が出されたのに、回答をしな

かったということがあります。県議会にも陳情が出されて議論がされたという

形もあると思います。ただ陳情があっても何も言わなければ、陳情者には届き

ません。それについてはどう考えていますか。

この事実の経過の細かいメモを見て、担当課長より○平良敏昭商工労働部長

ありましたように午前９時40分ごろに受け付けて、午後５時30何分ごろに終わ

ったということは、私の考えとしましても正常とは思えません。非常に申し上

げにくいですが、何時に受け付けた方は、何時までにはできそうだという情報

を事前に与えることができるような対応が必要だと思います。申請される方は

仕事もなく精神的にも落ち込んでいる方が多いと思われますので、そこには適

切に配慮すべきだと思います。

私もこれまで国の職員とかかわってきましたが、えてしてし○当銘勝雄委員

てあげているという態度があります。私が職業訓練の係長をしていたときも相

当さんざんに言われて、その予算をもらわなくてもいいのかと言われたので、

もらわなくてもいいとお話ししたら、逆に心配をして態度が変わったことがあ

。 、 、りました 旧労働省からは 何かとお金を上げているのだということがあって

非常に不満がありました。また農林水産省においても同じようなことがありま

した。こういったことを思い出して、これは県民のためにも皆さん方からもき

ちんと話をして窓口の対応をしっかりやっていただきたいと思います。

。 、次に陳情第154号についてお聞きします 先ほどからお話を伺っていますと
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伝統工芸品としての指定は賛成ではありますが、材料がないと非常に問題があ

ります。１つは、材料をどうするかということですよね。クロキをこれからで

も植樹して何百年後には材料として使える状況になるように今気づいたときに

これをやる。私は琉球政府時代の首席が１万本のクロキを植えたということが

ありました。当時は360円の換算ですので相当の財産です。そういったように

植樹をしたら使えるようになると思いますので、ぜひ農林水産部とも連携して

原材料をつくりあっていただきたいと思います。今、材料となる木材がないな

らばもちろん輸入品で賄うことになると思います。今度ＡＮＡがボーイング87

8の飛行機を導入しました。これは何を使っているかというと炭素繊維ですよ

ね。これは鉄の重さの３分の１程度、強度は鉄よりも強いものが開発されまし

た。そういったものを使って三線のさおをつくるというようなことが一つ考え

として出てきてもいいと思います。処理方針にもありますが、伝統的な技術、

技法で製造するということでは合致します。ただ伝統的な材料、これまで使わ

れた原材料が主たる原材料という意味では、使えないかもしれないがその辺を

少し変えていけば可能になると思います。もしそれができないのであれば、伝

統工芸品というものと一般的な三線を、そこに使ってもいいと思いますが、そ

のあたりについて何か思うことはありますか。

材料の件については、必ずしも県産でなくてもよい○平良敏昭商工労働部長

という解釈があるということですので、うまくやっていきたいと考えておりま

。 、 。す 先ほどのクロキの問題にしても 材料として使えるまでは期間が必要です

そうしますと、例えばリュウキュウマツを産学官共同研究開発事業で、圧縮し

てクロキと同等のものができないかということを研究しておりますが、今後こ

ういった研究も沖縄工業技術センターなどと連携して取り組むことも必要だと

思います。

過去に商工労働部に伝統工芸課がありました。当時、私は観○当銘勝雄委員

光指導課におりました。伝統工芸品は観光のお土産品としてあります。これを

、 、土産品指導をどうしていくかということに対して 当時の伝統工芸の課長から

我々は伝統工芸課だから普通の土産品については関知しないという話がありま

した。やはり沖縄県の観光産業と結びつけるものは、伝統工芸品をつくってい

くこともいいことだと思います。もう一つは、沖縄県の文化的な日常的に使う

ようなものをどんどん販売していくこともいいことだと考えるべきだと思いま

す。ですから２つの方向を目指さなくてはいけません。例えば、日常的に使っ

ているお茶碗だったら300円から500円のものでもいいですが、伝統工芸品とな
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ると値段が上がって何万円くらいになります。そういった行政展開をしなくて

はいけないと思います。そういう意味では、三線の伝統工芸品の指定に向けて

その辺についてしっかりとやって、先ほどの炭素繊維を使うというような発想

が出てくるのではないかと思います。

伝統工芸品とそうでないもの、当然我々県の工芸品○平良敏昭商工労働部長

産業振興という観点からみると、伝統工芸品をしっかりと育てていく。もう一

つはそうでなくても、工芸産業として育てていくべき分野がたくさんあると思

います。やはり観光客にいかにお土産品を販売していくかということは大きな

テーマですので、きちんとした伝統工芸品に指定されて、三線の中でも値段も

高くなります。一方では沖縄県三線事業協同組合の皆さんも認めていますが、

やはり低価格のものも普及という意味で効果があるということです。そこで一

定程度やった人は次のステップへ登り、本物の三線を買ってくれると。そうい

った消費者との関係ではいろいろな役割というか、その方に応じた最初は安い

ものから始めて、次に本物を買うということがありますので、余り狭い閉じた

形の工芸産業ではなくて、もう少し広げていくという取り組みも必要だと思い

ます。先ほど委員がおっしゃっていた考えは私も認識はしております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

中川京貴委員。

陳情第118号についてお聞きします。これについてはこの趣○中川京貴委員

旨にあるように１億9000万円で３分の２が国の補助金で、残りの３分の１を商

店街が持つということですが、それでも厳しいということで県に要請をしてい

ます。県は処理方針にあるように補正予算で1000万円を計上しているとありま

すが、やはりもう一歩踏み込んでいただきたいです。この商店街の約6000万円

。 。の持ち出しが厳しいということです この6000万円は沖縄市は持っていません

沖縄市が2000万円、県が2000万円、商店街が2000万円というように6000万円に

ついて沖縄市も負担してもらうように話し合いはできませんか。

１億9000万円のうち国が３分の２、残りの３分の１○平良敏昭商工労働部長

を沖縄市と企業者が負担をすることになっていました。その事業者の3000万円

の部分の残りの1000万円を沖縄県が負担したということです。

ではこの6000万円のうち3000万円は沖縄市は持つということ○中川京貴委員
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ですね。その3000万円のうちの1000万円を県が持つということですね。次に陳

情第35号についてお聞きします。その中で陳情文書にありますように高度化資

金融資額約32億円を融資をしていただいて、この事業は御承知のとおり公的機

関が約７割の出資をした公共性の高い事業で、連帯保証人の皆さんは街づくり

に協力する、善意を持って取締役になると。高度化資金融資に係る32億円の巨

大な保証債務の連帯保証人になっていると。これについては高度化資金融資に

係る連帯保証人債務の軽減化について特段の配慮をしていただきたいというも

のですが、私もこのような公共性の高い事業に協力する方たちが、最終的にそ

ういった保証を負わせると、今後これから公共性の高い事業に協力する人が少

なくなってくると思います。そういった意味では県の取り組みとしてはそうい

った配慮はどうあるべきかということについて、以前にも質疑しましたが、そ

のときの処理方針を含めてお答えください。

委員のおっしゃる御指摘もよく理解できます。確か○平良敏昭商工労働部長

に公共性、個人の理由ではなくて公共的な視点からやったという趣旨は理解で

きます。しかし、そういったものをみんな連帯保証の仕組み、何かあったとき

に全く責任がないようにするのかとなると、これは無責任なことになります。

、 。ですから 県としては現時点ではこのような処理方針を出さざるを得ないです

全額無料ということではなくて、やはり軽減化について特段○中川京貴委員

の配慮と要望がありますし、商工労働部長も御承知のとおり、建設業の違約金

問題も沖縄県議会が全会一致で了解しながら、建設会社を倒産させてはいけな

いというハードルをクリアしながら、違約金の軽減化をしてきた経緯がありま

す。そういった意味では、この問題についても早目に県としては結着をつける

べきだと思いますが、どうでしょうか。

建設業の違約金問題はよく理解しております。いろ○平良敏昭商工労働部長

いろな裁判が終結して最終的には行方を見ながら、仮に債権の放棄となると議

会の同意も得なければなりません。ですからそういった課題も含めて、今後裁

判の成り行きも見ながら対応してまいりたいと思います。

ぜひこういった高度化資金融資に係る連帯保証人、また公共○中川京貴委員

性にかかわるものの軽減化について県は、配慮していただいて、早目にこの問

題を処理していただきたいと要望申し上げて終わります。
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ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし ）と呼ぶ者あり「 」

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、商工労働部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

休憩いたします。

（休憩中に、説明員入れかえ）

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

次に、文化観光スポーツ部関係の陳情平成20年第63号外13件の審査を行いま

す。

ただいまの陳情について、文化観光スポーツ部長の説明を求めます。

なお、継続の陳情については、前定例会以降の新しい事実についてのみ説明

をお願いいたします。

平田大一文化観光スポーツ部長。

文化観光スポーツ部関係の陳情につきまし○平田大一文化観光スポーツ部長

て、その処理方針を御説明いたします。まず初めにお手元に経済労働委員会陳

情に関する説明資料という資料を配付しておりますので、その目次をごらんく

ださい。

文化観光スポーツ部関係は、継続陳情が11件、新規陳情３件となっておりま

す。継続陳情11件のうち、７件につきましては、前議会における処理方針と同

様の処理方針となっておりますので、説明を省略させていただきます。

まず初めに、６月議会でお配りしました陳情に関する説明資料で欠落のあっ

た項目について、おわび申し上げ、改めて説明いたします。

説明資料の17ページをお開きください。

陳情第38号の２、離島地域の観光振興に関する陳情の陳情要旨１について説

明いたします。この陳情は６月議会において、観光振興・新石垣空港建設促進

特別委員会から経済労働委員会へ付託がえがなされた継続陳情であります。

陳情者社団法人石垣市観光協会会長、陳情要旨は省略し、処理方針を御説明

いたします。

１.本県観光を持続的に発展させていくためには、特に豊かな自然に恵まれ

ている離島地域において、自然環境の保全と調和のとれた観光地づくりを進め
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ていく必要があると認識しております。県においては、離島観光の推進を図る

ため、引き続き修学旅行の誘致強化や海外チャーター便の支援に努めてまいり

ます。また、今年度は新たに、離島観光施設等の周遊を促進するディスカバー

沖縄離島観光事業を実施しているほか、宮古島、八重山地域、久米島の各観光

協会に対し観光プロモーション事業を委託しており、離島観光の需要を喚起し

てまいります。なお、一括交付金については、県は国に対して使途の自由度の

拡大を求めており、関係部局と調整しながら対応してまいりたいと考えており

ます。

続いて、処理方針に修正のある継続陳情３件について、御説明いたします。

修正のある箇所は、下線により表示しております。

説明資料３ページをお開きください。

陳情平成20年第63号、サッカー専用スタジアムの早期建設に関する陳情に係

る修正箇所について御説明いたします。６月議会の時点では、Ｊリーグ規格ス

タジアム整備基礎調査事業の受託事業者を公募している段階でありましたが、

８月に受託事業者が決定し、調査を開始していることから、その旨修正してお

ります。

説明資料７ページをお開きください。

陳情平成21年第105号、サッカー専用スタジアムの早期建設に関する陳情に

係る修正箇所について御説明いたします。

この陳情につきましては、先ほどの陳情と同様の理由で修正しております。

説明資料19ページをお開きください。

陳情第62号、沖縄県立郷土劇場建設に関する陳情に係る修正箇所について御

説明いたします。

６月の経済労働委員会以降に２つの市町から誘致要請があり、また第１回検

討委員会が開催されましたので、その旨修正しております。

次に新規の陳情を説明いたします。

説明資料20ページをごらんください。

沖縄国際議会の開催に関する陳情について、御説明いたします。

陳情者自治体学会沖縄地域フォーラム代表、陳情要旨は省略し、処理方針を

御説明いたします。

本陳情の趣旨である、沖縄のアイデンティティー等を議論する機会として、

本年10月に開催する第５回世界のウチナーンチュ大会において、海外の沖縄県

人会会長、ウチナー民間大使が出席し、ウチナーネットワークやウチナーンチ

ュのアイデンティティーの次世代継承をテーマにした、ワールドウチナーシン

ポジウムの開催を予定しております。また、沖縄の国際交流を担う若者がウチ
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ナーンチュ大会に出席する海外若者と次世代のネットワーク形成を議論する次

世代会議も予定しております。

説明資料21ページをお開きください。

沖縄県文化協会への負担金見直しに関する陳情について御説明いたします。

、 、 。陳情者沖縄県文化協会会長 陳情要旨は省略し 処理方針を御説明いたします

沖縄県文化協会への負担金につきましては、新沖縄県行財政改革プランにお

いて協会の自立化を促すとのことから平成23年度限りで廃止することとなった

ところであります。沖縄県文化協会は、各市町村文化協会が実施する事業の質

的強化及び文化芸術活動への幅広い全員参加型の体制づくりを目的として、平

成７年に県が中心となり設立されました。同協会は地域文化の振興を担ってい

る市町村文化協会を中心に組織され、しまくとぅば語やびら大会の開催等、伝

統文化の普及・継承への取り組みにより県の文化行政に大きく貢献しており、

県としてその重要性を認識しているところであります。このようなことから県

としては、今後とも同協会と連携し、沖縄県の文化振興を図るため、伝統文化

の継承と地域文化活動を促進するための施策の検討を行っているところです。

説明資料22ページをごらんください。

石垣空港観光案内所の管理運営に係る予算措置に関する陳情について、御説

明いたします。

陳情者社団法人石垣市観光協会会長、陳情要旨は省略し、処理方針を御説明

いたします。

、 、八重山地域については 平成24年度末の新石垣空港の供用開始を間近に控え

。 、魅力ある観光地づくりを一層推進していく必要があると考えております また

アジアからの外国人観光客を受け入れる重要な南の玄関口であることから、県

では、海外チャーター便への支援や地域が主体となった誘客プロモーションへ

の支援を行うとともに、空港等における多言語観光案内サインの整備等も行っ

。 、 、ております 県内の観光案内所については 県全域に及ぶ観光案内を県が担い

地域の観光案内は、地域特性を生かしてそれぞれの町村等が担うよう役割分担

が必要であると考えております。なお、本来、ふるさと雇用創出特別事業の採

択要件は、基金による事業終了後も引き続き継続雇用を前提としたものである

ことから、基本的には事業主体である石垣市を含む八重山地域全体で検討すべ

きものと考えており、石垣市及び竹富町に対し、課題解決に向けた調整を行っ

たところであります。県としては、今後とも、市町及び地域の観光協会等との

適切な役割分担のもと、八重山地域の観光振興に努めていきたい考えておりま

す。なお、処理方針に記載してはおりませんが、平成24年度予算措置の可能性

の一つとして、国の緊急雇用創出事業等特例基金を活用した重点分野雇用創造
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事業があります。重点分野雇用創造事業とは、雇用情勢が厳しい中で、介護、

医療、農林、観光等成長分野として期待されている分野において、地域の求職

者に対し新たな雇用機会を創出するとともに、地域ニーズに応じた人材を育成

し雇用に結びつけるための事業であります。県では、石垣市及び竹富町と調整

を行い重点分野雇用創造事業の採択要件を確認した上で、同事業に応募するこ

とを検討するようアドバイスを行ったところであり、本日、石垣市が応募した

ことを確認しました。

以上が文化観光スポーツ部関係の陳情に係る処理方針であります。

御審査のほど、よろしくお願いいたします。

文化観光スポーツ部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、陳情番号を申し述べてから重複することがないように簡

潔にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

前島明男委員。

陳情第129号についてお聞きします。これは今まで毎年幾ら○前島明男委員

助成してきましたか。

平成８年度から負担金の支出をしておりますが、○瑞慶山郁子文化振興課長

平成19年度は255万8000円、平成20年度が218万7000円、平成21年度187万円、

平成22年度149万6000円、平成23年127万9000円となります。シーリングがかか

って年々減少傾向にあり、平成23年度限りです。

県もこれまで文化行政に大変力を入れてこられたと思います○前島明男委員

し、これからも大いに力を入れていかなくてはいけません。そういう意味で、

文化観光スポーツ部という部を創設しました。その折り補助金をゼロにすると

いうことはもってのほかだと思います。彼らが陳情を出すということは、どう

にもならない、これは利益団体ではありません。当初は255万円だったのに、

今は127万と半分以下に減っているし、平成23年度限りで廃止にするというこ

とは大きな問題だと思います。何のための文化観光スポーツ部ですか。新しく

部も創設して、これから大いに文化振興に力を入れるというときに、補助金を
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ゼロにするということはどういうことでしょうか。

これは平成21年度の新沖縄県行財政改革プランの○瑞慶山郁子文化振興課長

中で５年以上負担金ということで、補助金を受けている団体は一斉に見直しが

ありました。県庁全体でやっておりまして、その中の一つであったということ

です。部としても課としても必要であると調整しましたが、自立を促すべきで

あるという最終決定がありました。

これは自立してやっていける団体ですか。○前島明男委員

半分は負担金で運営している団体ではあります○瑞慶山郁子文化振興課長

が、この新沖縄県行財政改革プランは有識者層で構成する沖縄県行財政改革懇

話会、地域意見交換会、パブリックコメントなどの実施も踏まえて作成されて

いまして、部としても強く訴えましたが残念な結果になりました。

これは行財政改革プランでの決定かもしれませんが、何でも○前島明男委員

削減したらいいというものではありません。必要なものは必要ですが、国でも

何でも削っているけれど、必要なものには手厚く手当てが必要です。文化振興

はこれからです。私も何かありましたら強く言いますが、ぜひ経済労働委員会

でも強い意向があったということを確認してください。これからというときに

なぜ削減するのかと。私に言わせれば、127万円ではなくて300万円、400万円

くらいの補助金を出してもよいと思います。それくらい補助金を出して文化振

興に力を入れてほしいです。沖縄県の文化は他都道府県にないすばらしいもの

がありますので、これからもっと伸ばしていかなくてはならないときにこの状

況は困ります。

沖縄県文化協会は市町村の文化協会を束ねている○瑞慶山郁子文化振興課長

団体でして、県としては市町村とのネットワークが密着した団体ですので、そ

のネットワークを生かした事業を次年度要求して、事務費もつけるように要求

しております。

各市町村の文化協会を束ねる大もとになる大事な協会ですの○前島明男委員

で、これから大いに力を入れていただきたいと要望いたします。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長
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玉城満委員。

陳情第129号についてお聞きします。今、前島委員がおっしゃ○玉城満委員

っていたことは本当に的を射ていると思います。行政的には文化観光スポーツ

部ができたときには、普通であれば文化観光スポーツ部がこれからスタートす

るというときに減額というのも不自然です。行財政改革で決定したのは、文化

観光スポーツ部ができる前に決定されたことですよね。文化予算をふやさなく

てはいけないときに減額はいかがなものかと思いますし、復活を要求するべき

だと思います。この辺についてはどうお考えですか。

４月に文化観光スポーツ部長に就任しまし○平田大一文化観光スポーツ部長

て、やはり愕然としました。実は会長、事務局長と一緒にお話をしましたとき

に、平成の最初に立ち上げてから組織自体の若返りが必要だと感じました。そ

れは会長には伝えました。いわゆる若い文化の担い手が会員としていないとい

うことで、そういった面ではこのままの状態ではさすがに行財政改革のまな板

に乗せられ何もできなかったということは理解できました。今、地域とのパイ

プという面で非常に重要な部分ですので、今後とも沖縄県文化協会はしっかり

とサポートしてまいりたいと考えております。今までの形の補助ですと、シー

リングがかかってくることがあるので、ことしからですが実際に事業として採

択をしていただいて、その中で組織の強化もしていくということです。先ほど

から議会でも議論があるように、５つの県の外郭団体、文化団体を束ねた会議

を始めております。今後はその中にも位置づけて、この組織自体も新しくして

いかなくてはならないと思います。ただお金を補助するだけではなくて、利益

を追求する団体ではないので、逆にいいますと県の持っている補助メニュー、

補助事業等という形で今後サポートをしていきたいと考えております。

沖縄県の文化の特徴として、先達の遺産を守り継承し、発展さ○玉城満委員

、 、 。せていくということで 先輩方の力も必要ですし 若い文化人の力も必要です

それをコーディネートするためにもそういった組織をしっかりと教育して一緒

につくっていかなくてはいけないと思います。丸投げするのではなくて、文化

観光スポーツ部も一緒になってつくっていくという気持ちを持って、そういっ

た団体に負担金を出すことはいいことだと思いますので、今後模索していただ

きたいと思います。先ほど、前島委員のおっしゃったように何でも行財政改革

プランで削減することが美化されていて、一番対象になることははっきり言っ

て文化なので、ある程度カットしても問題はないだろうというイメージがあり
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ますが、全く逆の話です。文化だからこそ、私たちが守って、沖縄県がすがら

なくてはならないのは文化です。そのくらいの気持ちで、皆さんのほうがカッ

トしていく人たちにしっかりと気持ちを伝えていかなくてはならないと思いま

す。その辺のところをしっかり押さえていただきたいと思います。

要するに若さだけではなくて、まさに今の○平田大一文化観光スポーツ部長

時代のスピード感をしっかりとらえた形で、または間に入ってくるジョイント

的な役割の人材が必要だと思います。そういった面での組織を減少させるので

はなくて、拡充していく形で考えながら我々もしっかりと取り組んでいきたい

と思います。

次に陳情第62号についてお聞きします。本会議での論議では、○玉城満委員

郷土劇場をうちに持って来てくださいという振興ではありませんでしたよね。

検討委員会の中でもハードありきではなく、どういったことで自分たちが拠点

づくりをしていかなくてはいけないのか、という部分が議論されていない状態

、 。 、で ハードありきの陳情がこのように集まってきています この辺については

、 、文化観光スポーツ部のほうで ハードありきではなくどういった仕組みにして

どういった組織にして、どういった持ち回りにするかというように、いろいろ

な展開があるということを、誘致してほしいという市町村に説明しておかなく

ては、単なる誘致合戦というイメージになっています。私はそうではないと思

います。拠点もあるかもしれないが、移動もあるというようないろいろなケー

スで今後はやっていかなくてはならない部分があるので、その辺について各市

町村の文化関係者にきちんと説明できるように、対応していますか。

まさにおっしゃるとおりで、そのことに関○松川満文化観光スポーツ統括監

して実は南城市、与那原町、八重瀬町担当者もいらしていました。陳情するだ

けではなくて、担当の方がいらしていて、意見交換会を設けて、皆様からの陳

情は要するに皆様方もそれくらいの地域の役割、責任もあるということ、箱物

をつくったらそれで終わりではないということを十分に説明しました。そのほ

かの市町村については説明はしておりませんが、要望があった市町村を集めて

県の考え方、検討委員会で話し合われていることを十分に説明しながら共通理

解をしていくことが大事だと考えております。

私たちは文化議員連盟として第１回目の検討委員会に参加する○玉城満委員

ことができて、意見を言う機会を与えてもらいました。今後この検討委員会は
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年度内にあと何回くらい開催しますか。

予定ではあと２回です。その間に各委員へ○平田大一文化観光スポーツ部長

の聞き取りを行う予定です。

あと２回では、第１回目の検討委員会の様子からは、全部で３○玉城満委員

回である程度の方向性が決まるということは少し疑問です。もう少し回数をふ

やすべきだと思います。ただでさえ、どこを拠点にして、どういった流れにし

ていくかという論議だけでも相当な時間を要すると思います。３回の検討委員

会で検討いたしました、拠点はこういった方向でいきますという流れにはなら

ないと考えていますが、どうでしょうか。

まさに委員のおっしゃるとおりだと思いま○松川満文化観光スポーツ統括監

。 。す 私自身も今年度中で基本的な考え方がまとまるものとは考えておりません

今年度、どの程度がまとまるのかあるいは来年度も引き続き細かい部分まで詰

めて県のスタンスを固めなくてはいけないと考えております。

この陳情と関連しますが、文化芸術振興条例をやはりまとめて○玉城満委員

いかないと、そういったところもなかなか方向性が決まらないということも出

てくるので、策定委員会を早目に立ち上げていただきたいと思いますが、その

辺はいかがでしょうか。

先ほど事前に玉城委員から他都道府県の状○松川満文化観光スポーツ統括監

況について教えていただきましたが、大阪府などはいい条例を持っているとい

うことでした。ほかの都道府県は半分くらい条例があるのでしょうか、そうい

ったことも学びながら早目に着手しなくてはならないと考えております。

ぜひ早目に策定委員会を立ち上げて取り組んでいただきたいと○玉城満委員

いう要望を申し上げます。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

瑞慶覧功委員。

陳情第62号についてお聞きします。たまたま北谷町議会から○瑞慶覧功委員

出ておりますが、私の意見としては玉城委員と同意見です。去る９月の第１回
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検討委員会で気になったのが、国立劇場おきなわとの覚書の件です。それは整

理しないで前に進めるものなのでしょうか。

私も国立劇場おきなわの誘致を担当してい○松川満文化観光スポーツ統括監

て、大城學委員長と一緒に仕事をしていました。その覚書についてはもう一つ

、 、申し上げますと 国立劇場をつくるときに県立劇場と両方とも近くにあっては

両方ともうまくいかなくなると。県の応分の責任を持ちなさないということで

設立を誘致した経緯があります。我々が考えるときに、全く同じものをつくっ

て、同じようなことをしてはやはりライバル関係になるので、国立劇場は国立

劇場のあり方、県立劇場は県立劇場のあり方。向こうは組踊ということの、歌

舞伎・文楽と並んで組踊も国指定のものであるからということで、沖縄県に国

立劇場をつくっていただきました。大劇場はそれに特化された形です。それで

も組踊は演目が少ないから、組踊だけではやっていけないので、そのほかの芸

能もやっていきましょうというスタンスです。もともとの仮称は国立組踊劇場

でした。しかし、これだけではやっていけないので国立劇場おきなわという名

称になりました。では我々が望むものとしては、県立劇場としてはどういった

ソフトがあるか、どういった内容があるだろうか、建物をつくるときに例えば

私のイメージですが、けいこ場をたくさんつくって、沖縄芝居などもできるよ

うなものにする。またはオーケストラを中心とした幅広い世界に発信するよう

な文化施設にするといういろいろなすみ分けができると思いますので、そのあ

たりを詰めていかなくてはいけないと思います。

先日の説明ではどっちをとるのかというようなニュアンスに○瑞慶覧功委員

とれました。それで国立劇場になるというように感じました。ですから、これ

を整理しないと前に進まないのではないかと思いました。要するに国とはこれ

からそういった話をするのか、覚書がある以上―整理はついていないですか。

大城學さんは琉球大学の先生になって、あ○松川満文化観光スポーツ統括監

えてそういったことを言いつつ委員の方、あるいは周辺にそういったこともあ

るということを知らせるために、あのような発言をしていました。私もあの覚

書を忘れようかと思っていますが、国との覚書は国立劇場おきなわができてか

ら、きちんとしたすみ分けができるのであれば、とやかく言われるものではな

いと思っています。国立劇場おきなわの邪魔をするものではない、むしろ向こ

うもサポートしながら県立劇場としてもどうあるべきかについてはできると思

いましたので、しっかり考えていきたいと思います。
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そういった決意で頑張っていただきたいと思います。○瑞慶覧功委員

次に陳情第129号についてお聞きします。まさに前島委員、玉城委員がおっ

しゃるとおりだと思います。前にも別件で、県系人の留学生の問題で事業仕分

けがあり、なぜそれが必要なのか、実態を通り越して、絶対的なものなのか、

今回もきちんとした返事、別のプランを用意したということでしたが、やはり

意味が違うと思います、沖縄県文化協会が直接陳情を出すということは。それ

にかわるものでというような、本当にこれまで一生懸命頑張ってきた皆さんに

。 、裏切られた思いが出てくると思います ですからそこはぜひ私は復活というか

そういう折衝をなさるべきだと思います。これは絶対なのか、これを変えるた

めに―せっかく文化議員連盟も発足していますので、それを含めて方法として

何かないのか、どうですか。

今、県の文化協会には那覇市が入っていま○平田大一文化観光スポーツ部長

せん。正直申し上げまして、県の文化協会という体をなしていません。ですか

ら我々が間に入って調整をして包括的といいますか、総合的な意味で本当の沖

縄県としての文化協会としての役割について、問題提起をしていきたいと思っ

ております。いろいろな事情があったと聞いておりますが、改めて組織の改革

を求められている中で、そういった部分で本当にオール沖縄の文化協会になら

なければ県とも調整が難しいと思っております。そういった形からもアプロー

チしていきたいと思っております。先ほどと付随しますが、県立郷土劇場にか

わる新しいものもやはり同じような話でございます。検討委員会で全部が決ま

るわけではなくて、あくまでも一つの基礎的データとしてしっかりと、または

県民にも広く10月から１月にかけてアンケート調査をしながら。先日、文化議

員連盟の皆さんにも声をかけて来ていだだきました。そういった形でどういっ

た議論がされているかを見てもらって、オープンにしながらみんなで夢を見る

形にしていきたいと思っております。沖縄県文化協会も含めてオープンにでき

る雰囲気づくりをしていきたいと思っております。

できましたらその沖縄県文化協会の皆さんと文化議員連盟と○瑞慶覧功委員

話し合うことも大事かと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

渡久地修委員。



- 68 -

経済労働委員会記録

陳情第129号についてお聞きします。今のお話を聞くと、那○渡久地修委員

覇市が入っていないということですが、ほかにも同様の組織がありますか。

委員がおっしゃるような組織はありませ○平田大一文化観光スポーツ部長

ん。26市町村ですが、残りは文化協会そのものが市町村にないというところで

す。それを抜くと那覇市以外は全部入っています。

那覇市は当初入っていましたが、その後平○松川満文化観光スポーツ統括監

成18年に抜けました。

この陳情審査についてですが、最後になって那覇市が入って○渡久地修委員

いない事実がわかるなど、次々と小出しにいろいろな事実がわかると審査が進

みません。ですからいろいろな問題を私たちにもしっかりと話していただかな

いと、審査ができません。例えば、まだ伝えられてないことがあるのかという

質疑をせざるを得ません。最初からきちんとオープンにして議論していくべき

です。沖縄県文化協会は沖縄県の文化を代表する組織だと思いますが、その辺

はいかがでしょうか。

同じ県内では沖縄県文化協会と沖縄県文化振興会○瑞慶山郁子文化振興課長

があります。沖縄県文化協会は各市町村の文化協会を総括する団体です。沖縄

県文化振興会は県内の文化全般を振興するコーディネート的な役割や、団体を

助成したりする役割分担があります。やはり沖縄県文化協会は市町村の文化協

会とつながりがある団体で、性格が違うというすみ分けをしています。

いずれにしても私は沖縄県文化協会は、沖縄県の文化を総合○渡久地修委員

的にある意味では代表してもいいような人たちではないかと思います。ですか

ら、そういったところがきちんと発展するようにやっていくことが、本来の県

の仕事だと思います。ですから、県が中心になって設立したわけです。それは

いろいろな事情で脱退するところが出ないように、県がもっとサポートをして

まとまっていくように指導していかなくてはいけないと思います。その辺は負

担金も含めて、先ほど文化観光スポーツ部長からもあったように、最初はよか

ったが、いろいろと事業が停滞していったとあったが、それは県がどのような

サポートをしたのかが問われてくると思います。ですからその辺を県は県なり

に、総括することは総括して、きちんと発表できるようにすることが皆さんの

役割ではないですか。
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まさに県の役割はそういった形です。今ま○平田大一文化観光スポーツ部長

でのように、ただ単に負担金の助成をするだけではなくて、やはりどこかでま

とめ役をしなくてはいけないという部分が多々出てきていると思います。実態

としてやはり中が組織的にもう少し前進をしていかなくてはならないという課

題があります。今後、そういったところも含めて、我々と一緒になってやって

いこうと沖縄県文化協会と話をしています。たぶん陳情も何らかの問題提起を

したいという思いで出てきたと思います。我々が中のほうでしっかりと調整を

していますので、御理解いただきたいと思います。

負担金を出したからあとは向こう任せではなくて、もっと親○渡久地修委員

身に、特にそれぞれの文化を代表している人たちは、皆さん誇りを持った人た

、 、ちだから その辺について県がサポートしていけばうまくいくと思いますので

頑張ってください。次に陳情第62号についてお聞きします。いずれにしても、

これは拠点としては必要だと私も改めて認識しました。皆さん方も認識してい

ると思います。あそこに書かれたどのような方法が望ましいか、例えば１カ所

拠点型がいいのか、分散型がいいのかあるいは沖縄県の芝居が中心なのか、ほ

かのものもやっていくのかとありましたよね。これはすばらしいと思いました

が、これをまとめるのは大変だと思いました。私ははっきり言って、全部まと

めればいいのかと思います。非常に欲張りですが、全部まとまっていけるよう

なものをつくれたらいいなと思います。先ほど言いました形式のものがいいと

思いますが、あの検討委員会のものを見てみると、白紙でどうぞ議論してくだ

さいなのか、先ほど言ったように県としての大まかなイメージを出して議論す

るのか、どちらがいいと思いますか。

実際、第１回の検討委員会を開いてみて、○平田大一文化観光スポーツ部長

正直に言いまして、文化議員連盟の方々に参加していただいてよかったと思い

ました。我々もどういった形の文化の発信、交流拠点が必要なのかと模索をし

ています。最終的には県民が求めるものでなければ、いくらハードを用意して

も中には何も入らないということはよくない。おっしゃるとおりで、やはりソ

フトをどうするかという活用型をしっかり考えていかなくてはならないと思い

ます。ですから１回目の検討委員会を経て、第２回目はさらに進めた議論をし

、 。ますが 幾つかのパターンがやはりそのうち出てくるのではないかと思います

玉城委員からもあったとおりの意見もありましたし、渡久地委員からも違った

意見が出てきて、我々もいろいろな議論をしながら、できれば年内でいろいろ
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な形のモデルを考えていきたいと思っています。

ぜひみんなの意見を取りまとめて、全部取り入れたほうがい○渡久地修委員

いと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

座喜味一幸委員。

陳情第38号の２についてお聞きします。この陳情の中身を○座喜味一幸委員

見ますと、大きな課題が３つあると思っています。１つは、財団法人沖縄観光

コンベンションビューローが沖縄本島主体に事業を行っていて、離島はどうな

っているのかということ。もう一つは、予算配分のあり方です。これが観光振

興上の離島振興に係る予算配分が甘いのではないかということ。もう一つは、

県の出先機関がしっかりと機能しているのかということです。これは私もまさ

にそうだと思います。出先機関の機能が文化観光スポーツ部ができて、新たな

取り組みをしようとしているが、出先機関は総務課しかありません。昔は観光

総務課があったのに、観光がなくなって総務課しかない。このリーディング産

業、離島の観光振興をしようとして新たな組織をつくったのに、これが機能し

ていないという話を私たちは現場で確認しました。そういう意味で、どのよう

な形で県が対応したのか、地元の人たちとの聞き込み調査とか意見交換会でも

でまして、県はリーディング産業というものに出先機関にさえも観光施策を実

施する組織がないけれども、どうなっていますか。それはどういった取り組み

がなされましたか。

行政改革の一環として支庁の再編がされて現在の事○嵩原安伸観光政策課長

務所になっています。その中で議論としては、県と市町村との役割分担という

ことで、宮古島には宮古島市ができて、八重山地域は合併はなかったですが、

石垣市、竹富町という市町村があります。その中で地域の観光振興は、それぞ

れの地域が担っていくという議論がなされて、現状のように観光という名称が

なくなったと理解しております。ただし、現状として例えば離島振興会議をこ

としから始めていますが、それぞれの事務所と連携してやっておりますし、各

地域の市町村との間に立って連携してやっていますので、そういう意味では、

形は若干機能が低下したように見えますが、実質的にはそうでないと考えてお

ります。
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今の答弁は少しおかしいと思います。宮古島、八重山地域○座喜味一幸委員

の組織編成のときにどういった議論がされたのかということです。機能を落と

さない、部長待遇の土木事務所の所長、農林事務所の所長、総務の所長をしっ

かりと置きますので機能は落ちないという説明で、我々は組織再編を認めまし

た。これでは話になりません。もう少し誠意のあるやり方を考えていただきた

いです。離島観光振興会議というものをやっていますが、これは組織がないか

ら、もう少し情報交換の場はないのかということでやったと私は理解していい

のですか。どういったスタッフで、どういった議論をしていますか。宮古島、

八重山地域でどうですか。

離島観光振興会議は、宮古島、八重山地域、久米島○嵩原安伸観光政策課長

の３エリアで実施しております。まず県のほうからは、観光担当、地域離島課

から参加しています。地元からは、全市町村、観光協会、観光関連の団体、商

工会等の経済団体も入る場合もあります。そういった構成でことし、各地域で

１回ずつ実施しております。

これは石垣市観光協会の会長が怒っていました。県は出先○座喜味一幸委員

機関があって何をしているのかと、本当にリーディング産業を知事はやろうと

しているのかとも言っていました。そういう意味では、私は今までは沖縄本島

を中心とした大きな仕事があったのかもしれません。しかしこれからは、離島

の潜在的な資源を生かしていくという意味において、総務課でもいいですが、

ある意味での文化観光スポーツ部の県の施策をしっかりと地元におろす、地元

と意見交換ができるようなことを本気でやらなくては離島振興を重点に抱えて

いる知事はこの実態をわかるのだろうかと思うくらい、本気さが見えません。

またこの文化観光スポーツ部は何のためにつくったのですか。また離島はどの

ように位置づけたのですか、また業務の縮小はどうなりましたか。これは今の

県の取り組みは甘いと思います。組織を再編して形はつくったけども、末端ま

でそれがおりないという組織は、根本的に問題があると思います。組織を本気

で検討する考えはありますか。大きな組織を変えてほしいのではなく、スタッ

フを含めてどうなのですか。

これまでの議会の中でも、沖縄観光にとって離島○下地芳郎観光政策統括監

の役割は非常に大きなものがあるということで、これまでの事業も反映をしま

した。御指摘のように宮古支庁、八重山支庁、旧支庁の見直しに当たってやは

り観光振興という名称が消えたということで、特に地元の中でいろいろな意見
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があることは我々も承知をしております。そういったこともあって、離島観光

振興会議を今年度から始めました。御指摘のようにまだまだ地域との温度差と

、 。 、いいますか それは確かにあります 先ほど観光政策課長からもありましたが

地域が中心になった観光をどうつくるかという議論と、県がどのようにサポー

トしていくかという議論と両方大事だということは十分認識をしておりますの

で、全体的な事業の支援という形もありますし、彼らからの意見を聞いて予算

を逆に県から流していく。そこに県の八重山事務所、宮古事務所の役割が若干

薄くなっている事実はあります。ただ特に八重山地域のほうからは、やはり委

員の御指摘のとおりコーディネート役をしっかりやっていきたいという意向も

出てきていますので、組織再編とどのようにつながるかどうかはこれからの議

論ですが、我々としても八重山事務所の職員をしっかりと中に入れて、離島観

光振興会議をより充実していくと、これは我々だけではなくて企画部の地域離

島課も一緒にやっておりますので、そこはしっかりやっていきたいと思ってお

ります。

非常に妥当だと思います。１つはこの財団法人沖縄観光コ○座喜味一幸委員

ンベンションビューローの使い方、財団法人沖縄観光コンベンションビューロ

ーも―そもそも本当に離島のインターネットを見ても離島の素材はふえてきて

いますが、ほとんどないがしろでした。年に一度、財団法人沖縄観光コンベン

ションビューローの職員が行って、地元の観光協会や観光部局と話し合いをし

て意見交換会をして、ほとんど持ち帰って、何もないということが実態だっと

思います。この財団法人沖縄観光コンベンションビューローの生かし方、すな

わち財団法人沖縄観光コンベンションビューローのスタッフのような人たち

を、地元でも県出先機関でもいいですが、そういった配置、財団法人沖縄観光

コンベンションビューローの働かせ方というものにおいて、私は安里会長と相

談しながら離島の情報網を吸い上げていくような仕組みづくりを検討してはど

うかと思います。これは議論していただけますか。

財団法人沖縄観光コンベンションビューローの役○下地芳郎観光政策統括監

割についてですが、新しい体制がスタートする中で３人の副会長を配置して、

財務に関する委員会、誘致に関する委員会、受け入れに関する委員会と３つの

委員会で業界の重立った方々をメンバーに入れて議論をしていく。その中で離

島からもメンバーに入っていただいています。この数カ月は、相当深い議論が

地域でされています。ですから今委員の御提案のとおり、財団法人沖縄観光コ

ンベンションビューローからどのように地域と連係するかについても、人材を
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派遣することがいいのか、どのようなやり方がいいのか、これもまさに財団法

人沖縄観光コンベンションビューロー側で議論しています。このあたりは月に

１回我々も入って財団法人沖縄観光コンベンションビューローの役員会で議論

をする場がありますので、そこでしっかり確認したいと思います。

私も安里会長に、財団法人沖縄観光コンベンションビュー○座喜味一幸委員

ローが地域の意見を聞ける仕組みづくりをしてほしいと話はしました。必ずし

も役員の中に入れてほしいとは言わない。役員に入ったほうがいいには決まっ

ているが、やはりいろんな意見を言えるようなスタッフというものを抱えるよ

うな沖縄観光コンベンションビューローになってほしいです。ぜひその辺を配

慮してほしいと要望を申し上げました。その辺はぜひ本気で検討していただき

たいと思います。財団法人沖縄観光コンベンションビューローは、私も組織が

よくわかりませんが、文化的なイベント、スポーツのイベント、そのようない

ろいろなイベントに対する補助金、助成金まで全部判断する、交付する権限を

持っていますよね。その辺の仕切りはどのようになっていますか。

財団法人沖縄観光コンベンションビューローに県の○神谷順治観光振興課長

ほうからやるイベントやプロモーション等の委託はしております。それは仕様

書の中でこうしてくださいという形でお願いしていますので、それを財団法人

沖縄観光コンベンションビューローがさらに観光協会への持ち分ということ

は、我々の持っている事業の中ではそういったものは実施はしておりません。

先ほど宮古島、八重山地域、久米島については今年度から直接県のほうから各

観光協会への委託費という形で助成、それぞれ宮古地域、八重地域には500万

円、久米島については200万円という形で今年度から離島観光を強化するとい

うことでしております。

そうしますとスポーツイベントについても文化イベントに○座喜味一幸委員

ついても、観光協会にどんぶりで500万円の委託をしていると理解していいで

すか。

そのように各離島の観光協会からの強い要望があり○神谷順治観光振興課長

ましたので、そのような形で、いわゆるフリーハンドで観光協会がプロモーシ

ョンなど、自分たちで考えて上げてきてくださいとお願いしました。各観光協

会が自分たちで考えて、県の職員がヒアリングしてまさにそれを実施しようと

しているところです。
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１事例を言わせてもらいますと、ゴルフダイジェストとい○座喜味一幸委員

うゴルフ本を出している出版社がありますね。そこが沖縄の例えばいろいろな

島々をシリーズとして組んで、韓国、中国に発信をしたい、本の別冊で発信を

したいというような要望があります。これはまた我々にはまたとないチャンス

で、財団法人沖縄観光コンベンションビューローのインターネットとゴルフダ

イジェストの沖縄ゴルフ案内のリンクをやってもらうと、すごい効果があると

思って、私もすごく興味を持っています。財団法人沖縄観光コンベンションビ

ューローに言ったら、話だけで反応がない状況があります。このような大きな

課題はどこで仕切りますか。

先ほどお話ししました、離島会議の中でも我々は宮○神谷順治観光振興課長

古島についてはゴルフ場がたくさんあるということ、宿泊施設があるというこ

とを踏まえて、特に今年度は離島へのチャーター便の助成も１人5000円という

形でお願いしています。例えば、韓国だとゴルフ熱が高いのでぜひ宮古島にも

、 、チャーター便を飛ばして ぜひそのようにしてほしいと我々直接観光協会にも

離島会議を通じてお話し申し上げていますので、県もそのような形で力を入れ

ていきたいと思います。

確認いたします。ゴルフツアーで来るときに外国の人たち○座喜味一幸委員

に１人当たり5000円の助成をするということでよいですか。

例えば韓国からチャーター便を宮古島に飛ばすとき○神谷順治観光振興課長

に、１人当たり5000円助成して、これは旅行代理店に対して助成しています。

この予算を６月補正でとらせていただいていますので、そういった形でぜひ活

用してくださいということでお願いしています。

例えば石垣島に台湾からいろいろとチャーター便を飛ばす○座喜味一幸委員

ときにも助成をやっていますし、宮古島でも具体的に確認できました。こうい

、 。ったものが 私の地元の近くの旅行代理店やゴルフ場に聞いてもわかりません

そういう意味で、先ほどの組織と関連する、あるいは財団法人沖縄観光コンベ

ンションビューローの話と関連して、そういったものが活用されていません。

今外部からのチャーター便の助成を受けているのは、石垣島だけだと思ってい

ますが、こういった制度は沖縄全体であるのですよね。そういったものが生か

されていないこの危機感はどこかといいますと、やはり旅行代理店もゴルフ場
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もわからない、ましてや宮古市長もわからない、観光協会もわからないと全部

わからないということでした。そういったものの機能性を高めていくためにど

のようにしていくかということをやるべきです。

先ほどの委員のおっしゃっていた、ゴルフダイジ○村山剛スポーツ振興課長

ェストへの沖縄のゴルフ環境掲載ですけれども、私どもの担当者がいろいろな

ゴルフ環境の紹介ということで、チラシ、冊子に載っているゴルフ場を紹介し

たと聞いています。先ほどから議論になっていますが財団法人沖縄観光コンベ

ンションビューローの中で、スポーツイベントがどうかかわってくるかといい

ますと、いろんな誘致に関して財団法人沖縄観光コンベンションビューローは

さまざまな取り組みをしています。財団法人沖縄観光コンベンションビューロ

ーの中にはスポーツコンベンション推進協議会が設置されています。これは各

自治体、観光協会が負担金を出し合って運営されいる事務局です。この事務局

の中では、例えば県外で開催されるスポーツのイベントなど、その中でも出店

ブースをつくって沖縄県のスポーツ環境をＰＲする取り組みをしております。

例えば、県外のマスコミを招聘して県内のスポーツコンベンションの取材を行

っています。先ほどのゴルフダイジェストの件はその部分での何らかのコンタ

クトができるのかと考えています。それからスポーツコンベンション推進協議

会は県外の重要なプロスポーツのキーパーソンや監督など、各誘致をしたい市

町村や商工会議所と一緒に接触して誘致活動をしています。また、例えばここ

でどのようなイベントを開催したいというときには、財団法人沖縄観光コンベ

ンションビューローが持っている、これは額は小さいですが、空港における歓

迎横断幕とか、イベント当日にエンターテインメントやエイサーを披露すると

いう支援もしております。

結構いろいろなことをする材料はあるけれども、それが展○座喜味一幸委員

開されていないという実感があります。財団法人沖縄観光コンベンションビュ

ーローを沖縄県がいろいろな横断幕でも、その主催、協賛の中に名前を連ねて

いただくということだけでも、スポンサーがとりやすい、経費がおりやすいと

いうことがありますので、県がいろいろな細かいイベントにも名前を出す、財

団法人沖縄観光コンベンションビューローがどんどん協賛に入るという取り組

みをお願いいたします。

そのようにぜひやっていきたいと思いま○平田大一文化観光スポーツ部長

す。申請が上がってこないとなかなか出せないという面があるのですが、そう
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いった面からいいますと、我々いつもコンタクトをとれていないとやはり今の

ような県と離島の歩調が合わないということもあろうかと思います。情報発信

力については我々の課題でして、いろいろな公募や募集関係、基本的にはホー

ムページですが、それ以外の情報の出し方がまだまだ改良の余地があると思い

ますので、隅々まで皆さんが一度は目にしてチャンスを手にするかどうかは、

それぞれの主体者、主体事業者が決めていくという形で我々としては情報をし

っかりと届けることをしっかりとやっていきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

陳情第38号の２についてお聞きします。やはりリーディン○辻野ヒロ子委員

グ産業だと言われている観光、特に先島―八重山地域は観光がメーンです。組

織改編で本当にこういった形で観光という部門が抜けたということは、地元で

も厳しく言われました。先週、八重山観光の集いがありまして、100名余りの

方がみえて八重山事務所長と観光担当の方がいました。県は全然八重山観光に

対しての力がないと、こういった形でよいのかと言われました。やはり機能を

低下させてはいけないということが、組織改編の条件だったと思いますが、新

石垣空港の開港も１年５カ月に控えて、これから観光を頑張ろうというときに

事務所が変わるし、観光総務課が観光という名称がなくなったということは大

変大きな損失です。確かに県も一生懸命頑張っていますが、先ほど宮古島から

出た問題も一緒です。ですから、これからでも組織を観光の部門をしっかりと

置いていただきたいです。そうでなければ皆さんが納得しないと思います。で

すから観光を成長させるには、文化観光スポーツ部長も離島の出身でもありま

すので、本当に今力を入れてもらわないといけないと思いますがいかがでしょ

うか。

たしか６月のときにも機能の低下がないよ○平田大一文化観光スポーツ部長

うに離島振興会議などをしていくとお話をしました。恐らく機能の低下という

よりは意思の疎通力、情報の共有力が低下しているように思います。ですから

しっかりと情報を共有できるようにしたい。それは今ある組織の形が時代の流

れの中で変わったことがあったとしても、やはりそういったお互いの意思の疎

通はしっかりとやっていきたいと思います。それは県のほうから率先してでき

るように心がけていきたいと思います。
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以前は八重山支庁長というポストがあったので、いろいろ○辻野ヒロ子委員

な面で支庁長が出てあいさつをして、県の知事の名代という見方をされていま

したが、今は八重山事務所長や土木事務所所長など全部所長という形で分散し

ているので、弱く感じます。そういった意味でも苦情は受けていますので、そ

のあたりも考えるべきだと思います。今の形では厳しいと総務部長に申し上げ

ています。やはり今までの雰囲気と全然変わっているという感じを受けます。

観光に対して特に前回の集いで何名かからその話がありましたので、強く申し

上げたいと思いますので、ぜひいい方向に解決していただきたいと思います。

今委員からお話がありましたし、我々も今後総務○下地芳郎観光政策統括監

部とも組織改編後いろいろな意見が地元からあると、兼島総務部長も以前八重

山支庁長を努めていましたし、当時の状況と今の状況を踏まえて、今の宮古、

八重山事務所の観光に関する組織のあり方はこれでいいのかどうか。我々は財

団法人沖縄観光コンベンションビューローというパートナーもありますが、や

はり行政ですので、県の事務所、それぞれの市町村としっかりと行政ベースで

連係をとってそれぞれの地域で県の窓口機関がある程度の役割を果たしていく

と。そのためにどういった策が必要なのかは総務部と意見交換をしてまいりま

す。

次に陳情第136号についてお聞きします。先ほど文化観光○辻野ヒロ子委員

スポーツ部長が追加答弁していましたが、その部分についてメモをいただけま

せんでしょうか。

次に陳情第63号と陳情第105号についてお聞きします。実はこれは今年度た

しか予算委員会で1000万円の調査費がつきましたよね。それでこの処理方針が

出ていると思いますが、これは結局はどのような内容で進めているのでしょう

か。２万人の規模で考えていると明記されていますが、沖縄県総合運動公園の

こともありますし、それとは全く別にきちんと調査費がついて進めていくのか

確認させてください。

（後に辻野委員からの要求資料は各委員へ配付された ）。

今私どもの部で調査しているものはあくまでも整○村山剛スポーツ振興課長

備に向けた可能性です。例えばコンベンション機能、ショッピング機能、それ

らの多機能な施設の沖縄県での展開の可能性、それから施設の健全な運営の方

法をフィージビリティー調査といいまして、可能性の調査をしています。例え
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ば具体的に対象とするスタジアムが２万人規模ということは考えておりませ

ん。ただ基準としてはＪ１規格のスタジアムの整備ということが、知事公約で

ありますので、それは１万5000人の収容可能なスタジアムを前提に調査をして

おります。

沖縄県サッカー協会からは沖縄総合運動公園のことではな○辻野ヒロ子委員

くて、新たにサッカー場をつくってほしいということが要請です。沖縄県サッ

カー協会はずっとこれまで要請も続けて先進地を見たりしてますので、そうい

う中で那覇市は今年度で奥武山公園に陸上競技場兼用のサッカー場も含めての

調査をしているので、それを県も一緒に見守りながらやっていきたいというこ

ともありますが、その陸上競技場兼用サッカー場は本当に奥武山公園の今の建

ぺい率とかを考えたときに、本当にできるのかどうかお願いします。

那覇市は防衛省の予算900万円をかけて奥武山公○村山剛スポーツ振興課長

園の全体計画の見直しの中でサッカー場の建設可能性の調査をしています。確

かに委員がおっしゃいますように、非常に難しい面がありまして、都市公園の

建ぺい率の問題があると那覇市から聞いています。都市公園、いわゆる奥武山

公園の全体計画の中で建ぺい率を考えると、建ぺい率は２％、したがいまして

セルラースタジアム那覇や奥武山公園にはプールもありますし、その中で建ぺ

い率、敷地面積に対する建築面積の割合が２％を超えるのではないかというこ

とで、今、正式に那覇市がいろいろな調査をしていますが、この結果が出ます

のが今年度中ということで、その調査結果を見ながら県のスタジアム、県が独

自に整備してスタジアムにするか、あるいは県として那覇市と連携してスタジ

アムを設置するか、今年度中に判断したいと思います。

わかりました。ではそのあたりも含めていろいろと気にな○辻野ヒロ子委員

りました。沖縄県サッカー協会からの依頼もあるものですから、ぜひ今回の調

査をしっかりとやっていただいて、沖縄県サッカー協会の皆さんの御期待に添

えるような形で進めていただきたいと思いますが、文化観光スポーツ部長どう

でしょうか。

先ほどスポーツ振興課長からもあったよう○平田大一文化観光スポーツ部長

に、ことし用意した予算の中でしっかりと検討していくと。大きなプロジェク

トですので、多くの県民の皆さんの応援、議員の皆さんの支援がなければ実現

が難しいと思っております。あわせてそういった部分、先ほどから言っていま
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すように、ずっと皆さんと議論しながら本当に証明できるようにしっかりと検

討を推進していきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

当銘勝雄委員。

陳情第63号、陳情第105号についてお聞きします。修正処理○当銘勝雄委員

方針を出していますが、取ってつけたように、実施しているところであります

とありますが、平成20年と平成21年の陳情もそうなっていますが、これは本当

に予算もついて調査していますか。

きちんと900万円程度の委託調査費がついて、７○村山剛スポーツ振興課長

月の下旬か８月の上旬ごろに発注しております。

皆さんの処理方針を見ていますと、自然の芝と、天然芝と人○当銘勝雄委員

工芝の併設サッカー場は基本的には難しいとありますが、調査をしないうちに

回答しているのかと思いましたが、その辺はどうでしょうか。

、 、○村山剛スポーツ振興課長 これは 陳情の中で沖縄県サッカー協会のほうは

県内各地につくっていただきたいということでしたので、県内各地に天然芝と

いうことになると非常に整備に費用がかかりますし、時間もかかります。した

がいまして、天然芝のサッカー場は今私どもが構想していますＪリーグ規格の

スタジアムだけでよいのではないかと。したがいまして、県内各地に天然芝の

サッカー場をつくるということは、現実的ではないと回答しております。

陸上競技場との共用といいますか、それは現実的に可能でし○当銘勝雄委員

ょうか。

今Ｊ１、Ｊ２あるいは各南米等のプロが使ってい○村山剛スポーツ振興課長

るサッカー場も陸上競技場との兼用で使われているサッカー場がかなりありま

す。したがいまして今のＪリーグの基準でも、陸上競技場との兼用ができない

という基準はＪ１規格でも特にありません。

少年野球よりもむしろサッカー少年がふえているように見受○当銘勝雄委員

けられますが、野球は11球団が沖縄県でキャンプしていますが、ぜひサッカー
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についても大いに期待できるわけですから、そしてさらには少女たちにも、な

でしこジャパンにあやかって沖縄県に対する魅力づくりができると思いますの

で、頑張ってください。

先ほどサッカーキャンプのお話はありましたが、○村山剛スポーツ振興課長

非常にサッカーキャンプは沖縄県でも今後の展望の高いプロスポーツの分野で

して、ことしの2011年シーズンはＪリーグのチームが４チーム、韓国のチーム

が２チーム、中国のチームが１チームと合計７チームのプロサッカーのチーム

がキャンプをしています。可能性が非常に高いスポーツカテゴリーだと言える

と思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

中川京貴委員。

ぜひ文化観光スポーツ部長初め、職員の皆さん、なぜ知事が○中川京貴委員

文化観光スポーツ部を設置したかと、知事の肝いりでできた部ですので、お互

い責任を持ってこの職務に当たっていただきたいということと、きょう出たい

ろいろな質疑がありますが、この質疑に対しても文化観光スポーツを設置する

前のいろいろな事情がありましたので、それもほかの部局と相談しながら対応

していただきたいと思います。そして、目の前に来た世界のウチナーンチュ大

会に向けて県外からたくさんのお客様が見えますので、これに向けて全力で取

り組んでいると思いますが、それも含めてチームワークをとって本当によかっ

たなと結果を残していただきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、文化観光スポーツ部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

休憩いたします。

（休憩中に、執行部退席）

次回は、明 10月６日 木曜日の視察調査から帰庁後、○玉城ノブ子委員長
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直ちに委員会を開きます。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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